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西部地域乗合タクシー事業の現状について 資料2 

長内市長あいさつ 出発式開催状況 

猪井豊中市地域公共交通協議会会長あいさつ 弘瀬豊中市議会議長より祝辞 

西部地域乗合タクシーの安全運行を依頼 テープカット実施状況 

月合計 平日 土日祝日 月合計 平日 土日祝日

98.9% 100.0% 96.8% 52.4% 54.2% 47.2%

94.6% 100.0% 83.9% 53.3% 54.4% 50.0%

95.7% 98.4% 90.3% 51.6% 54.1% 44.4%西部地域南路線

稼働日割合
（％）

配車割合
（％）

全体

西部地域北路線

【運行状況】

【西部地域北路線】
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【西部地域南路線】

42.9

33.3 33.3

71.4

19.0

52.4

40.0 40.0

70.0

20.0

55.0

45.0

55.0

95.0

35.0

65.0

20.0

50.0

60.0

40.0

50.0
55.0

45.0

90.0

40.0

60.0

36.4

45.5 45.5 45.5

49.2 

44.3 

44.3 

85.2 

31.1 

59.0 

32.3 

45.2 
58.1 

35.5 

0

20

40

60

80

100

第1便

（9：30発）

第2便

（11：00発）

第3便

（12：30発）

第4便

（14：00発）

第5便

（15：30発）

第6便

（17：00発）

第1便

（9：30発）

第2便

（11：30発）

第3便

（14：00発）

第4便

（16：30発）

平日 土日祝日

10月 11月 12月 期間全体

運
行
便
別
運
行
実
施
率
（
％
）

豊中市西部地域乗合タクシー出発式 

開催概要 

 
・日 時：令和元年（2019年）10月 1日（火曜）8時30分～9時 

・場 所：阪急岡町駅西側駅前広場 

・主催者：豊中市長、豊中市地域公共交通協議会会長、阪急タクシー株式会社代表 

・来 賓：豊中市議会議長、地元自治会会長 

 

開催状況 

 暖かい日差しの中、主催者側 4名の出席と来賓 5名を含む約 40人の出席を賜り、「西部
地域乗合タクシー」の出発式を開催いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中市西部地域乗合タクシー利用状況 

運行状況 

 令和元年（2019年）10～12月の 3ヵ月間の稼働日割合（実際に運行した日の割合）
は、全体で 98.9％（西部地域北路線：94.6％、西部地域南路線：95.7％です。 

 配車割合（設定ダイヤに対して実際に運行した便の割合）は、全体で 52.4％（西部地域
北路線：53.3％、西部地域南路線：51.6％）です。 

 

 

 

 

 

 

運行便別運行実施率 

 運行便別運行実施率（各運行便に対して実際に運行した便の割合）を見ると、西部地域北路
線では、平日は第 4便と第 6便の割合が最も高く、次いで第 1便の順です。土日祝日は
第 1便の割合が低くなっています。 

 西部地域南路線では、平日は第 4便の割合が最も高く、次いで第 6便の順です。土日祝
日は第 3便の割合が最も高く、次いで第 2便の順です。 
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 
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12月2日（月）～8日（日）

12月9日（月）～15日（日）

12月16日（月）～22日（日）

12月23日（月）～29日（日）

12月30日（月）～31日（火）

西部地域北路線 西部地域南路線

利用者数の推移（週単位）（人/週）

利用状況 

 令和元年（2019年）10～12月の 3ヵ月間の利用者数は全体で 848人、西部地域北路線
が 426人、西部地域南路線が 422人です。 

 西部地域北路線及び西部地域南路線ともに、土日祝日の利用状況（1日あたり平均利用者
数）は、平日に比べて約半数と少なくなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 利用者数の推移を週単位で比較すると、運行開始の 10月から 12月にかけて増加傾向に
あります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運行便別利用者数 

 西部地域北路線では、平日は第 4便が最も多く、次いで第 1便、第 2便の順です。土日
祝日は昼間時間帯の第 2便や第 3便での利用が多くなっています。 

 西部地域南路線では、平日は第 4便が最も多く、次いで第 1便、第 6便の順であり、西
部地域北路線とほぼ同じ傾向にあります。土日祝日は第 3便が最も多くなっています。 
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合計
西部地域
北路線

西部地域
南路線

全日 848 426 422

平日 658 327 331

休日 190 99 91

全日 9.2 4.6 4.6

平日 10.8 5.4 5.4

休日 6.1 3.2 2.9

全日 1.65 1.63 1.67

平日 1.66 1.64 1.67

休日 1.62 1.60 1.65

7,222 2,088 5,134

※沿線人口は令和元年（2019年）10月1日現在

1台あたり
平均利用者数
（人/台）

1日あたり
平均利用者数
（人/日）

利用者数
（人）

【参考】
沿線人口 （人）

【利用状況】 

【利用者数の推移（週単位）】
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

停留所別乗降者数 

 西部地域北路線の停留所別乗車人員は、「⑥走井一丁目南」が 157人と最も多く、次いで
「①阪急岡町」が 106人、「⑧勝部二丁目東」が 62人の順である。停留所別降車人員
は、「①阪急岡町」が 184人と最も多く、次いで「②豊中（阪急豊中駅）」が 88人、「⑥
走井一丁目南」が 75人の順である。 

 西部地域南路線の停留所別乗車人員は、「⑪利倉三丁目」が 98人と最も多く、次いで
「⑦利倉二丁目児童遊園西」が 59人、「②服部天神駅前」が 66人の順である。停留所別
降車人員は、「②服部天神駅前」が 180人と最も多く、次いで「①阪急曽根」が 104人、
「⑪利倉三丁目」が 43人の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地域別乗降割合 

 西部地域北路線の地域別乗降割合を見ると、乗車は「走井地区」が 4割以上を占め、次
いで「阪急岡町」、「勝部地区」、「豊中（阪急豊中駅）」の順である。降車は「阪急岡町」

が 4割以上を占め、次いで「走井地区」、「豊中（阪急豊中駅）」、「勝部地区」の順であ
る。 

 西部地域南路線の地域別乗降割合を見ると、乗車は「利倉地区」が 5割以上を占め、次
いで「利倉西地区」、「服部天神駅前」、「阪急曽根」、「渡辺クリニック前」の順である。

降車は「服部天神駅前」が約 4割を占め、次いで「阪急曽根」、「利倉地区」、「利倉西地
区」、「渡辺クリニック前」の順である。 

 西部地域北路線及び西部地域南路線ともに、沿線地域から鉄道駅への利用が多く、鉄道
駅から沿線地域への利用が少ないため、沿線地域から鉄道駅へは西部地域乗合タクシー

を利用し、鉄道駅から沿線地域へは他の移動手段を利用しているものと考えられます。 
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

1台あたり乗合利用及び1便あたりの運行台数 

 運行便の車両別に乗車人員を見ると、全運行車両のうち約 45％は 2名以上です。 
 運行便別における乗合状況（2名以上が乗車している区間が存在する運行便の割合）を見
ると、全運行便のうち約 40％は乗合で運行しています。 

 複数台数（2台以上）での運行は、全体の約 3％です。2台での運行が多くを占め、5台
での運行が 1回です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OD集計 

(1) 西部地域北路線 

 西部地域北路線の ODを見ると、走井一丁目南⇒阪急岡町が 117人と最も多く、次いで
阪急岡町⇒走井一丁目南が 60人、勝部二丁目東⇒阪急岡町が 49人、走井一丁目南⇒豊
中が 40人、清豊苑⇒豊中が 25人の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全日 平日 休日 全日 平日 休日 全日 平日 休日

54.5% 53.2% 58.8% 53.7% 52.6% 57.4% 55.3% 53.9% 60.4%

45.5% 46.8% 41.2% 46.3% 47.4% 42.6% 44.7% 46.1% 39.6%

同時乗車有 39.5% 42.3% 29.8% 40.8% 44.8% 27.9% 38.1% 39.8% 32.1%

同時乗車無 6.0% 4.4% 11.4% 5.5% 2.6% 14.8% 6.6% 6.3% 7.5%

全体 西部地域南路線西部地域北路線

単独乗車便（1人/便）

複数乗車便（2人/便以上）

【全運行車両における乗車人員の内訳】

【全運行便における乗合利用の割合】

全体
西部地域
北路線

西部地域
南路線

97.0% 97.3% 96.7%

3.0% 2.7% 3.3%

2台 2.8% 2.7% 2.9%

3台 0.0% 0.0% 0.0%

4台 0.0% 0.0% 0.0%

5台 0.2% 0.0% 0.4%

複数台（2台以上）で運行

1台で運行

【全運行便における運行台数の割合】

全日 平日 休日

55.1% 53.8% 59.5%

44.9% 46.2% 40.5%

2人 29.8% 30.8% 26.4%

3人 11.4% 11.6% 10.7%

4人 3.7% 3.8% 3.3%

単独利用者（1人）

複数利用者（2人以上）

  　　　降車停留所 1 2 3 4 5 6 7 8

乗車停留所

阪
急
岡
町

豊
中

浄
行
寺

清
豊
苑

走
井
一
丁
目
西

走
井
一
丁
目
南

勝
部
セ
ン
タ
ー

前

勝
部
二
丁
目
東

1 阪急岡町 3 60 20 23 106

2 豊中 16 15 2 12 45

3 浄行寺 1 2 3

4 清豊苑 25 1 26

5 走井一丁目西 2 1 3

6 走井一丁目南 117 40 157

7 勝部センター前 16 8 24

8 勝部二丁目東 49 13 62

184 88 19 75 25 35 426

計

計



 

5 

西部地域乗合タクシー事業の現状について 

(2) 西部地域南路線 

 西部地域南路線の ODを見ると、利倉三丁目⇒服部天神駅前が 86人と最も多く、次いで
服部天神駅前⇒利倉三丁目が 39人、利倉二丁目児童遊園西⇒阪急曽根が 33人、豊島西
小学校前⇒服部天神駅前が 31人、グリーンサイドマンション前⇒阪急曽根が 20人の順
である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

降車停留所 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

乗車停留所

阪
急
曽
根

服
部
天
神
駅
前

豊
中
渡
辺
ク
リ
ニ
ッ

ク
前
 
【

西
行
】

グ
リ
ー

ン
サ
イ
ド
マ
ン
シ
ョ

ン
前

利
倉
西
二
丁
目
東

利
倉
西
セ
ン
タ
ー

前

利
倉
二
丁
目
児
童
遊
園
西

利
倉
二
丁
目
北

利
倉
セ
ン
タ
ー

南

豊
島
西
小
学
校
前

利
倉
三
丁
目

利
倉
一
丁
目
南

豊
中
渡
辺
ク
リ
ニ
ッ

ク
前
 
【

東
行
】

1 阪急曽根 2 11 14 1 11 1 7 4 51

2 服部天神駅前 1 2 1 5 13 2 2 39 1 66

3 豊中渡辺クリニック前 【西行】 1 3 1 2 7

4 グリーンサイドマンション前 20 6 4 30

5 利倉西二丁目東 8 12 1 21

6 利倉西センター前 15 15 2 32

7 利倉二丁目児童遊園西 33 19 7 59

8 利倉二丁目北 2 2

9 利倉センター南 8 8

10 豊島西小学校前 13 31 44

11 利倉三丁目 9 86 3 98

12 利倉一丁目南 2 1 3

13 豊中渡辺クリニック前 【東行】 1 1

104 180 15 17 2 18 14 2 9 43 1 17 422

計

計
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

西部地域住民アンケート 

目的 

 西部地域乗合タクシーの沿線地域を対象に、住民の生活実態・交通行動等の公共交通に
対するニーズをはじめ、公共交通改善実施計画（交通不便地域改善施策・西部地域編）

の運行評価指標及び運行改善参考指標として活用するためのアンケート調査を実施。 

 

アンケート調査実施概要 

(1) 調査方法 

 住民基本台帳から無作為抽出による郵送配布･郵送回収（6ヶ月以上在住者対象、町丁目
別・年代別・性別に調査対象地区の人口構成に応じて均等抽出） 

 
(2) 調査対象者 

 西部地域乗合タクシーを運行する地区に在住する 20歳以上の市民 

 
(3) 調査規模 

 西部地域乗合タクシー運行開始前と運行開始後（計 2回）に配布 
 西部地域乗合タクシー沿線地域に 800部/回配布 

 
(4) 調査時期 

 第 1回（運行開始前）：令和元年（2019年） 8月 29日（木）～ 9月 17日（火） 
 第 2回（運行開始後）：令和元年（2019年）11月 29日（金）～12月 16日（月） 

 
(5) 調査項目 

【第 1回（運行開始前）】 

① 普段の外出状況 

② 将来における外出について 

③ 西部地域乗合タクシーの利用意向について 

④ 公共交通の必要性について 
【第2回（運行開始後）】 

① 普段の外出状況 

② 西部地域乗合タクシーの認知状況や利用意向について 

③ 西部地域乗合タクシーの事業効果について 

④ 公共交通の必要性について

 

回答状況 〔第1回・第2回共通設問〕 

 第 1回の回答部数は 265票、回答率は 33.1％である。 
 第 2回の回答部数は 240票、回答率は 30.0％である。 
 回答者の平均年齢は、第 1回が 65.3才、第 2回が 67.5才であり、高齢者および 10年以
内に高齢者となる世代の割合が多いアンケートデータである。 

 回答者の住まいに地域は、第 1回及び第 2回ともに、西部地域南路線沿線の地域が 7割
以上を占め、「利倉西地区」が最も多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

19.0%

12.4%

5.3%

8.1%

4.2%

3.8%

50.2%

53.4%

16.7%

17.5%

4.6%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

(n=263)

第2回

(n=234)

西部地域

北路線沿線 走井地区

西部地域

北路線沿線 勝部地区

西部地域

北路線沿線 隣接地区

西部地域

南路線沿線 利倉西地区

西部地域

南路線沿線 利倉地区

西部地域

南路線沿線 隣接地区

1.1%

3.8%

1.7%

4.6%

3.8%

5.7%

8.5%

25.7%

20.3%

33.7%

35.6%

25.3%

30.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

(n=261)

第2回

(n=236)

24歳以下 25歳～34歳 35歳～44歳 45歳～54歳

55歳～64歳 65歳～74歳 75歳以上

【性別】

【年齢】

【住まいの地域】

45.0%

31.2%

55.0%

68.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

(n=260)

第2回

(n=237)

男性 女性

【サンプル数の見方について】 
・基数となるべき実数は「n」（回答者数）、複数回答が可能な設問

では総回答数を「N」としている。 
※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

回答者属性 〔第1回・第2回共通設問〕 

 普段の外出頻度を年齢別に見ると、「ほぼ毎日」外出する方は年齢が高齢になるにつれて
減少傾向にある（※第 1回及び第 2回ともに同じ傾向）。 

 自動車等の保有状況を年齢別に見ると、「自動車（自分で運転する）」は 65～74歳の方の
割合が高く、「自転車」はいずれの世代においても保有割合が高く、75歳以上で約 5割
を占める（※第 1回及び第 2回ともに同じ傾向）。 

 運転免許証の保有状況を年齢別に見ると、「自動車」は 65～74歳の方で約 5割を占め、
「持っていない」は、高齢になるにつれて増加傾向にある（※第 1回及び第 2回ともに
同じ傾向）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普段の外出状況 〔第1回・第2回共通設問〕 

(1) 平日に一番よく行く外出先について（第2回集計結果） 

 外出目的を年齢別で見ると、20～54歳は通勤の外出が約 5割、55歳以上では買い物目
的の外出が 5～7割を占める（※第 2回）。 

 平日に一番よく行く外出先を見ると、豊中市内が 5割以上を占める。外出先の内訳を見
ると、隣接市の尼崎市にある阪急園田駅周辺が最も多く、次いで豊中市内の阪急服部天

神駅周辺、阪急岡町駅周辺である（※第 2回）。 
 外出目的を主な外出先別に見ると、阪急服部天神駅周辺や阪急園田駅周辺は、「買い物」
が約 8割を占め、大阪市は「通勤」が約 5割を占める（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※複数回答（自動車等の保有状況） 

※複数回答（運転免許証の保有状況） 

自動車
自動二
輪・原付

その他
持って
いない

総計

全体（N=272、n=235） 49% 18% 1% 47% 116%

20～54歳（N=40、n=32） 88% 25% 0% 13% 125%

55歳～64歳（N=59、n=47） 79% 32% 0% 15% 126%

65歳～74歳（N=92、n=83） 46% 16% 1% 48% 111%

75歳以上（N=77、n=70） 17% 7% 3% 83% 110%

自動車
（自分で運
転する）

自動車
（家族が
運転する）

自動二
輪・原付

自転車 その他
持って
いない

総計

全体（N=346、n=236） 39% 25% 9% 58% 1% 14% 147%

20～54歳（N=55、n=32） 63% 22% 13% 59% 3% 13% 172%

55歳～64歳（N=78、n=47） 55% 30% 19% 53% 0% 9% 166%

65歳～74歳（N=124、n=83） 40% 33% 6% 60% 0% 11% 149%

75歳以上（N=85、n=71） 18% 17% 4% 56% 1% 23% 120%

【自動車等の保有状況（年齢別）】 ※第 2回の集計結果

【運転免許証の保有状況（年齢別）】 ※第 2回の集計結果 

ほぼ毎日
週に
3～4日

週に
1～2日
程度

月に
1～2日
程度

月に
1日未満

総計

全体（n=233） 49% 31% 16% 2% 1% 100%

20～54歳（n=32） 75% 13% 13% 0% 0% 100%

55歳～64歳（n=47） 72% 17% 11% 0% 0% 100%

65歳～74歳（n=82） 44% 34% 17% 5% 0% 100%

75歳以上（n=69） 28% 48% 20% 1% 3% 100%

【外出頻度（年齢別）】 ※第 2回の集計結果

通勤 通学 買い物 通院
娯楽
・レジャー

その他 総計

17% 0% 62% 10% 5% 5% 100%

阪急服部天神駅周辺 （n=40） 8% 0% 80% 3% 8% 3% 100%

阪急岡町駅周辺（n=27） 15% 0% 67% 19% 0% 0% 100%

阪急豊中駅周辺（n=17） 29% 0% 53% 6% 0% 12% 100%

その他豊中市内（n=17） 6% 0% 65% 12% 6% 12% 100%

尼崎市（n=77） 12% 0% 74% 6% 5% 3% 100%

うち阪急園田駅周辺（n=69） 9% 0% 80% 4% 4% 3% 100%

大阪市（n=12） 50% 0% 17% 0% 8% 25% 100%

豊中市内

隣接市

全体（n=238）

通勤 通学 買い物 通院
娯楽
・レジャー

その他 総計

全体（n=238） 17% 0% 62% 10% 5% 5% 100%

20～54歳（n=33） 45% 0% 45% 3% 3% 3% 100%

55歳～64歳（n=48） 38% 0% 52% 2% 2% 6% 100%

65歳～74歳（n=84） 6% 0% 75% 8% 7% 4% 100%

75歳以上（n=69） 1% 0% 65% 17% 7% 9% 100%

回答数 割合
豊中市内 130 55%

阪急服部天神駅周辺 40 17%
阪急岡町駅周辺 28 12%
阪急豊中駅周辺 17 7%
その他豊中市内 17 7%
阪急曽根駅周辺 15 6%
阪急庄内駅周辺 10 4%
（未回答） 3 1%

隣接市 104 44%
尼崎市 77 32%

阪急園田駅周辺 69 29%
その他尼崎市内 4 2%
（未回答） 4 2%

大阪市 12 5%
伊丹市 8 3%
吹田市 4 2%
箕面市 1 0%
池田市 0 0%
（未回答） 2 1%

その他大阪府内 2 1%
高槻市 1 0%
松原市 1 0%

その他兵庫県内 2 1%
宝塚市 1 0%
三田市 1 0%

その他府県 0 0%
計 238 100%

主な外出先

【外出目的（年齢別）】 ※第 2回の集計結果 

【平日に一番よく行く外出先の内訳】 ※第 2回の集計結果 

【外出目的（主な外出先別）】 ※第 2回の集計結果 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

 

 主な外出先を住まいの地区別で見ると、走井地区、勝部地区、利倉地区は豊中市内が最
も高く、利倉西地区は隣接市が 7割以上を占める（※第 2回）。 

 主な外出先の内訳を住まいの地区別で見ると、走井地区及び勝部地区は阪急阪急岡町駅
周辺、利倉西地区は阪急園田駅周辺、利倉地区は阪急服部天神駅周辺が最も多い（※第 2
回）。 

 外出先への交通手段を見ると、自動車系（自分で運転＋乗せてもらう）が約 4割、公共
交通系と自転車利用がともに約 2割を占める（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 休日に一番よく行く外出先について（第2回集計結果） 

 外出目的を年齢別で見ると、55歳以上の方は「買い物」の外出が 5割以上を占め、20～
54歳の方は「娯楽・レジャー」が約 6割を占める（※第 2回）。 

 休日に一番よく行く外出先を見ると、隣接市が 5割以上、豊中市内が約 4割を占める。
外出先の内訳を見ると、隣接市の尼崎市にある阪急園田駅周辺が最も多く、次いで大阪

市、豊中市内の阪急服部天神駅周辺と伊丹市、阪急岡町駅周辺である（※第 2回）。 
 外出目的を主な外出先別に見ると、 豊中市内及び阪急園田駅周辺は「買い物」が最も多
く占める（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

豊中市内 隣接市
その他
大阪府内

その他
兵庫県内

その他
府県

計

55% 44% 1% 1% 0% 100%

走井地区（n=29） 93% 7% 0% 0% 0% 100%

勝部地区（n=18） 78% 17% 0% 6% 0% 100%

隣接地区（n=9） 78% 22% 0% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=125） 30% 68% 1% 1% 0% 100%

利倉地区（n=40） 85% 15% 0% 0% 0% 100%

隣接地区（n=11） 73% 18% 9% 0% 0% 100%

全体（n=238）

南路線

北路線

阪急
豊中駅
周辺

阪急
岡町駅
周辺

阪急
曽根駅
周辺

阪急
服部天神
駅周辺

阪急
庄内駅
周辺

その他
豊中市内

走井地区（n=27） 26% 59% 0% 0% 0% 7%

勝部地区（n=17） 18% 35% 6% 12% 0% 12%

隣接地区（n=9） 11% 11% 56% 0% 0% 0%

利倉西地区（n=122） 2% 2% 4% 7% 7% 7%

利倉地区（n=38） 5% 5% 5% 66% 3% 5%

隣接地区（n=10） 0% 0% 20% 40% 0% 20%

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

豊中市内

阪急園田
駅周辺

その他
尼崎市内

無回答

走井地区（n=27） 0% 0% 0% 0% 4% 0% 4% 0% 100%

勝部地区（n=17） 6% 0% 0% 0% 12% 0% 0% 0% 100%

隣接地区（n=9） 11% 0% 0% 0% 11% 0% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=122） 8% 3% 0% 0% 3% 52% 2% 2% 100%

利倉地区（n=38） 0% 0% 0% 0% 0% 8% 0% 3% 100%

隣接地区（n=10） 0% 0% 10% 0% 0% 10% 0% 0% 100%

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

尼崎市

計大阪市 吹田市 箕面市 池田市　　 伊丹市

34.0%

4.6%

1.7%

2.1%

16.4%

5.0%

24.8%

14.3%

6.3%

48.7%

16.8%

0.8%

0% 20% 40% 60%

阪急電鉄

大阪モノレール

北大阪急行

ＪＲ

路線バス（阪急バス）

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答者割合

Ｎ=418

n=238

自動車系
39％

公共交通系
18％

自転車利用
21％

公共交通系
+自動車系の
併記
8％

公共交通系
+自転車利用
の併記
13％

その他
1％

【主な外出先（住まいの地区別）】 ※第 2回の集計結果

【主な外出先の内訳（住まいの地区別）】 ※第 2回の集計結果 

【外出先への交通手段】 ※第 2回の集計結果

通勤 通学 買い物 通院
娯楽
・レジャー

その他 総計

全体（n=206） 2% 0% 59% 1% 29% 8% 100%

20～54歳（n=32） 0% 0% 34% 0% 59% 6% 100%

55歳～64歳（n=44） 5% 0% 66% 0% 25% 5% 100%

65歳～74歳（n=74） 1% 0% 58% 0% 31% 9% 100%

75歳以上（n=55） 2% 2% 69% 5% 11% 11% 100%

【外出目的（年齢別）】 ※第 2回の集計結果 

【休日に一番よく行く外出先の内訳】 ※第 2回の集計結果 

【外出目的（主な外出先別）】 ※第 2回の集計結果 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

通勤 通学 買い物 通院
娯楽
・レジャー

その他 総計

2% 0% 59% 1% 29% 8% 100%

阪急服部天神駅周辺 （n=17） 18% 0% 59% 6% 12% 6% 100%

阪急岡町駅周辺（n=14） 0% 0% 86% 7% 0% 7% 100%

阪急庄内駅周辺（n=12） 0% 0% 92% 0% 8% 0% 100%

その他豊中市内（n=12） 0% 0% 50% 8% 8% 33% 100%

尼崎市（n=60） 2% 0% 72% 0% 23% 3% 100%

うち阪急園田駅周辺（n=44） 2% 0% 77% 0% 18% 2% 100%

大阪市（n=30） 0% 0% 43% 0% 43% 13% 100%

全体（n=206）

豊中市内

隣接市

回答数 割合
豊中市内 78 37%

阪急服部天神駅周辺 17 8%
阪急岡町駅周辺 15 7%
阪急庄内駅周辺 13 6%
その他豊中市内 12 6%
阪急豊中駅周辺 10 5%
阪急曽根駅周辺 8 4%
（未回答） 3 1%

隣接市 116 55%
尼崎市 62 30%

阪急園田駅周辺 45 21%
その他尼崎市内 6 3%
（未回答） 11 5%

大阪市 30 14%
伊丹市 16 8%
箕面市 2 1%
（未回答） 6 3%

その他兵庫県内 6 3%
宝塚市 2 1%
西宮市 1 0%
神戸市 1 0%
三田市 1 0%
丹波篠山市 1 0%

主な外出先

回答数 割合
その他府県 6 3%

滋賀県 1 0%
奈良県 1 0%
和歌山県 1 0%
三重県 1 0%
（未回答） 2 1%

その他大阪府内 4 2%
堺市 1 0%
岸和田市 1 0%
泉南市 1 0%
（未回答） 1 0%

計 210 100%

主な外出先
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

 

 主な外出先を住まいの地区別で見ると、走井地区、利倉地区は豊中市内、勝部地区、利
倉西地区は隣接市が最も多くを占める（※第 2回）。 

 主な外出先の内訳を住まいの地区別で見ると、走井地区は阪急阪急岡町駅周辺、勝部地
区はその他豊中市内及び伊丹市、利倉西地区は阪急園田駅周辺、利倉地区は阪急服部天

神駅周辺が最も多い（※第 2回）。 
 外出先への交通手段を見ると、自動車系（自分で運転＋乗せてもらう）が約 3割と平日
に比べ割合がやや低くなり、公共交通系や自転車利用の割合は大きな変化が見られない

（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将来における外出について 〔第1回のみ〕 

 将来の外出が変化する時期は、「身体機能が低下してから」、「自動車を運転できなくなっ
てから」が多い。 

 将来の外出頻度の増減は、「今よりも減少する」が約 66％を占める。 
 将来の鉄道駅や鉄道駅周辺への外出意向は、「出かけると思う」が約 76％を占める。 
 将来の外出目的は、「買い物」が約 58％と最も多く、次いで「通院」及び「娯楽・レジャ
ー」がともに約 16％を占める。 

 自家用車中心の生活から公共交通中心の生活への転換意向は、「将来、高齢になったらで
きると思う」が約 35％を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

35.6%

26.7%

14.6%

2.4%

2.4%

1.2%

1.2%

0.8%

3.2%

11.7%

0% 20% 40% 60%

身体機能が低下してから

自動車を運転出来なくなってから

退職してから

就職してから

子供ができてから

結婚してから

子供が独立してから

子供が進学してから

その他

変化しない

回答者割合

n=247

【将来の外出が変化する時期】

今より増える

と思う

10.5%

今と変わらない

と思う

23.5%
今より減る

と思う

66.0%

n=153

【将来の外出頻度の増減】

出かけると思う

75.9%

出かけないと

思う

24.1%

n=203

【将来の鉄道駅や鉄道駅周辺への外出意向】 
通勤

9.6%
通学

0.0%

買い物

57.8%

通院

15.6%

娯楽・レジャー

15.6%

その他

1.5%

n=135

【将来に多くなると思う外出目的】

【自家用車中心の生活から 
公共交通中心の生活への転換意向】 

既に公共交通が

中心の生活

29.2%

たまにならできると

思う

19.2%
将来、高齢になると

できると思う

35.0%

現状の公共交通の状況

だとできない・変わら

ないと思う

16.7%

n=240

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

33.9%

0.0%

0.0%

0.4%

6.7%

2.2%

24.6%

16.5%

4.0%

34.4%

12.9%

2.7%

0% 20% 40% 60%

阪急電鉄

大阪モノレール

北大阪急行

ＪＲ

路線バス（阪急バス）

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答者割合

Ｎ=312

n=212

自動車系
31％

公共交通系
22％

自転車利用
20％

公共交通系
+自動車系の
併記
12％

公共交通系
+自転車利用
の併記
8％

その他
1％

豊中市内 隣接市
その他
大阪府内

その他
兵庫県内

その他
府県

計

36% 55% 1% 6% 3% 100%

走井地区（n=23） 65% 30% 0% 4% 0% 100%

勝部地区（n=15） 40% 53% 0% 0% 7% 100%

隣接地区（n=6） 67% 33% 0% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=103） 22% 66% 2% 7% 3% 100%

利倉地区（n=32） 59% 41% 0% 0% 0% 100%

隣接地区（n=8） 25% 25% 0% 38% 13% 100%

全体（n=192）

北路線

南路線

【主な外出先（住まいの地区別）】 ※第 2回の集計結果

【主な外出先の内訳（住まいの地区別）】 ※第 2回の集計結果 

【外出先への交通手段】 ※第 2回の集計結果

阪急
豊中駅
周辺

阪急
岡町駅
周辺

阪急
曽根駅
周辺

阪急
服部天神
駅周辺

阪急
庄内駅
周辺

その他
豊中市内

走井地区（n=22） 23% 45% 5% 9% 0% 0%

勝部地区（n=13） 8% 15% 8% 0% 8% 23%

隣接地区（n=5） 20% 0% 20% 0% 20% 0%

利倉西地区（n=104） 2% 1% 3% 5% 5% 8%

利倉地区（n=31） 0% 6% 6% 26% 19% 0%

隣接地区（n=6） 17% 0% 0% 17% 0% 17%

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

豊中市内

阪急園田
駅周辺

その他
尼崎市内

無回答

走井地区（n=22） 5% 0% 0% 0% 14% 0% 0% 0% 100%

勝部地区（n=13） 8% 0% 0% 0% 23% 0% 0% 8% 100%

隣接地区（n=5） 0% 0% 20% 0% 20% 0% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=104） 18% 0% 1% 0% 6% 38% 4% 10% 100%

利倉地区（n=31） 16% 0% 0% 0% 6% 16% 3% 0% 100%

隣接地区（n=6） 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

伊丹市

尼崎市

計大阪市 吹田市 箕面市 池田市　　



 

10 

西部地域乗合タクシー事業の現状について 

西部地域乗合タクシーの認知状況について 〔第2回のみ〕 

 西部地域乗合タクシーの認知度は、「知っていた」が約 8割を占める。年齢別に見ると、
65～74歳及び 75歳以上は「知っている」が約 85％を占め、20～54歳は約 53％である
（※第 2回）。 

 西部地域乗合タクシーを知った方法を年齢別に見ると、20～54歳は「広報「とよな
か」」が最も多く、55～64歳、65～74歳及び 75歳以上は「町会からの配布物・回覧
板」が最も多い（※第 2回）。 

 住まいの近くにある停留所位置の認知状況は、「知っている」が 9割以上を占める（※第
2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西部地域乗合タクシーの利用意向について 〔第1回・第2回〕 

 運行開始前における西部地域乗合タクシーの利用意向は、「利用する」が約 17％、「利用
しない」が約 42％である（※第 1回）。 

 運行開始後における西部地域乗合タクシーの利用状況は、「利用する（よく利用する＋
時々利用する）」が約 1割であり、「利用したことがない」が 8割以上を占める（※第 2
回）。 

 西部地域乗合タクシーを利用しない理由は、「自転車やバイクで移動する」が最も多く、
次いで「自動車で移動する」、「乗合タクシーの利用方法が分からない」である。現時点

では、他の移動手段を利用できる状況にあるという理由が上位を占める（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

41.0%

36.6%

28.6%

21.7%

13.7%

12.4%

10.6%

8.1%

6.8%

3.7%

3.7%

3.7%

2.5%

1.2%

0.6%

0.6%

16.1%

0% 20% 40% 60%

自転車やバイクで移動する

自動車で移動する

乗合タクシーの利用方法がわからない

利用したい時間に走っていない

運行本数が少ない

徒歩で移動する

目的地に乗合タクシーが乗り入れていない

運行ルートが悪い

目的地まで時間がかかる

停留所が遠い

運行ルートや時刻表の情報が不足

予約するのがめんどうだから

鉄道との乗り継ぎが悪い

時間が不正確

待ち時間が長い

運賃が高い

その他

回答者割合

N=244

n=105

利用する

17.0%

わからない

40.7%

利用しない

42.3%

n=253

よく利用する

1.8%

時々利用する

10.8%

ほとんど利用しない

3.0%

利用したことがない

84.3% n=166

【西部地域乗合タクシーの利用意向】 

 ※第 1回の集計結果 
【西部地域乗合タクシーの利用状況】 

 ※第 2回の集計結果 

【西部地域乗合タクシーを利用しない理由】 ※第 2回の集計結果 

※複数回答 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

78%

53%

68%

85%

85%

22%

47%

32%

15%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=235）

20～54歳（n=32）

55歳～64歳（n=47）

65歳～74歳（n=81）

75歳以上（n=65）

知っている 知らなかった

【西部地域乗合タクシーの認知度（年齢別）】 ※第 2回の集計結果 

【住まいの近くにある停留所位置の認知状況】 ※第 2回の集計結果 

知っている

93.3%

知らない

6.7%

n=178

【西部地域乗合タクシーを知った方法（年齢別）】 ※第 2回の集計結果 

広報
「とよな
か」

豊中市
ホーム
ページ

町会から
の配布物・
回覧板

説明会に
参加した

知人・友
人・ご近所
の方から
教えても
らった

近所の停
留所を見
て

今回のア
ンケートで
知った

その他 総計

全体（n=179） 23% 1% 42% 10% 7% 11% 3% 2% 100%

20～54歳（n=17） 35% 6% 24% 0% 12% 18% 0% 6% 100%

55歳～64歳（n=34） 15% 0% 44% 0% 12% 18% 9% 3% 100%

65歳～74歳（n=69） 23% 0% 46% 12% 4% 12% 3% 0% 100%

75歳以上（n=58） 26% 0% 40% 17% 7% 5% 2% 3% 100%
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

 

 西部地域乗合タクシーのサービスが改善された場合における利用意向は、「今よりも乗る
ようになる（今よりもっと乗るようになる＋今より少しだけ乗るようになる）」が約 3割
である（※第 2回）。 

 西部地域乗合タクシーの利用が増えるために必要な改善は、「運行ルート」が最も多く、
次いで「始発時間」、「終発時間」の順である（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西部地域乗合タクシーの事業効果について 〔第2回のみ〕 

 西部地域乗合タクシーの運行による生活環境の変化は、「何も変わらない」が最も多く、
次いで「分からない」、「新しい移動手段を利用できる環境が確保されて、「便利」になっ

たと思う」、「安全に移動できる環境が確保されて、「安心感」を持つことができたと思

う」の順である（※第 2回）。 
 西部地域乗合タクシーの運行による外出機会の変化は、「変わらない」が約 78％で最も多
く、次いで「分からない」が約 9％、「外出する機会が増えた」が約 4％である（※第 2
回）。 

 
 
 
 
 
 

公共交通の必要性について 〔第1回・第2回共通設問〕 

(1) 公共交通の必要性 

 公共交通の必要性を年齢別に見ると、「公共交通がなくても他の移動手段で対応できる」
は全ての世代において最も多く、「今は困らないが将来は困る」が 65～74歳及び 75歳以
上の方で多い。また、「公共交通がないと生活に支障が出る」は 75歳以上の方が多い
（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできること 

 公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできることを地区別に見ると、「自
ら積極的に公共交通を利用するように心がける」は、勝部地区が最も多く、次いで利倉

地区、利倉西地区、走井地区の順である。「自治会等による地域での意識啓発活動」は、

利倉地区が最も多く、次いで走井地区、勝部地区、利倉西地区の順である（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
  

今よりももっと

乗るようになる

13.3%

今より少しだけ

乗るようになる

18.2%

今とほとんど

変わらない

28.4%

わからない

40.0%

n=225

【西部地域乗合タクシーのサービスが 
改善された場合における利用意向】 

   ※第 2回の集計結果 

 

【西部地域乗合タクシーの利用が 
増えるために必要な改善】 ※第 2回の集計結果 

49.3%

46.3%

41.8%

20.9%

17.9%

13.4%

13.4%

10.4%

7.5%

17.9%

0% 20% 40% 60%

運行ルート

始発時刻

終発時刻

利用方法に関する情報提供

鉄道や他のバス路線との乗継ぎ

停留所での待合環境（停留所の屋根やベンチ等）

乗場の位置や時刻表等の分かりやすさ

バスの運賃

他のバスや鉄道との乗継利用時の運賃

その他

回答者割合

N=390

n=251 ※複数回答 

【西部地域乗合タクシーの運行による 
生活環境の変化】 ※第2回の集計結果 

【西部地域乗合タクシーの運行による 
外出機会の変化】 ※第 2回の集計結果 

50.5%

23.1%

21.3%

13.4%

7.4%

0% 20% 40% 60%

何も変わらない

分からない

新しい移動手段を利用できる環境が確保され

て、「便利」になったと思う

安全に移動できる環境が確保されて、「安心

感」を持つことができたと思う

交通の利用が不便だった時と比べて、生活

の質が「豊かになった」と思う

回答者割合

N=250

n=216

新しい移動手段を利用できる環境が

確保されて、「便利」になったと思う

安全に移動できる環境が確保されて、

「安心感」を持つことができたと思う

バス交通の利用が不便だった時と比べて、

生活の質が「豊かになった」と思う

分からない

外出する機会が増えた

3.6%

変わらない

77.8%

分からない

8.9%

その他

1.8%

n=207

25%

10%

59%

9%

39%

4% 6% 6%

22%

3%

59%

3%

27%

3% 0%
5%

15%
7%

51%

6%

25%

1% 3% 3%

22%

9%

59%

9%

46%

5% 6% 3%

37%

15%

52%

12%

40%

5%
10% 10%

0%

20%

40%

60%

80%

公
共
交
通
が
な
い
と

生
活
に
支
障
が
出
る

公
共
交
通
が
な
い
と

外
出
機
会
が
減
る

公
共
交
通
が
な
く
て
も

他
の
移
動
手
段
で
対
応
出
来
る

公
共
交
通
が
な
く
て

も
困
ら
な
い

今
は
困
ら
な
い
が

将
来
は
困
る

家
族
や
知
人
が
利
用
し
て

い
る
の
で
必
要
で
あ
る

地
域
の
公
共
交
通
と
し
て

必
要
で
あ
る

そ
の
他

全体（N=367、n=234） 20～54歳（N=45、n=37） 55歳～64歳（N=75、n=67）

65歳～74歳（N=138、n=87） 75歳以上（N=108、n=60）

※複数回答（公共交通の必要性） 

【公共交通の必要性】 ※第 2回の集計結果 

75歳以上の方

全ての世代の方 65～74歳、

75歳以上の方

26%
19%

11%
8%

5%

5%

45%

3%

18%

21%

14%

4%

7%

57%

42%

21%

11%
5%

11%

11%

37%

25%

13% 13%

63%

24%

16% 11%

9% 5%
5%

46%

4%

31%
31%

8%
8%

3% 3%

39%33%
33%

11%
11%

22%

11%

0%

20%

40%

60%

80%

自
ら
積
極
的
に
公
共
交
通
を

利
用
す
る
よ
う
に
心
が
け
る

自
治
会
等
に
よ
る

地
域
で
の
意
識
啓
発
活
動

自
治
会
等
で
の
回
数
券
の
購
入
な
ど

地
域
で
の
費
用
負
担

地
元
で
定
期
的
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

活
用
し
た
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

地
元
で
定
期
的
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

話
し
合
う
組
織
を
設
置
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
個
人
で
の
資
金
協
力

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
な
い

分
か
ら
な
い

そ
の
他

全体（N=269、n=221） 走井地区（N=34、n=28） 勝部地区（N=26、n=19）

隣接地区（N=9、n=8） 利倉西地区（N=140、n=116） 利倉地区（N=44、n=36）

隣接地区（N=11、n=9）

※複数回答（公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできること） 

【公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできること（地区別）】※第2回の集計結果

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

 
(3) 公共交通を維持・確保することの必要性 

 公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由は、「社会状況の変化(人
口減少や少子高齢化)に対応し、公共交通(路線バス等)を現状よりも充実させて、利用促
進を図るべき」と「社会状況の変化はあるが、現状の公共交通を維持していくべき」の

割合が約 8割を占める（※第 2回）。 
 公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由を地域別に見ると、「社
会状況の変化はあるが、現状の公共交通を維持していくべき」は、勝部地区（約 37％）
が最も多く、次いで走井地区及び利倉地区（約 32％）、利倉西地区（約 30％）の順であ
る。「社会状況の変化(人口減少や少子高齢化)に対応し、公共交通(路線バス等)を現状より
も充実させて、利用促進を図るべき」は、走井地区及び利倉地区（約 54％）が最も多
く、次いで利倉西地区（約 49％）、勝部地区（約 47％）の順である（※第 2回）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

人口減少等の社会状況の変化により、

公共交通(路線バス等)が縮小していく

のはやむを得ない

12.3%

社会状況の変化(人口減少や少子高

齢化)はあるが、現状の公共交通(路

線バス等)を維持していくべき

31.8%

社会状況の変化(人口減少や少

子高齢化)に対応し、公共交通

(路線バス等)を現状よりも充実

させて、利用促進を図るべき

48.3%

その他

7.6%

n=211

8% 4%
13% 10%

3%

22%

48% 54%
47%

13%

49%
54%

44%

32% 32%
37%

38%

30% 32%
22%

12% 11% 16%

38%

11% 11% 11%
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40%

60%
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100%
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井
地
区
（n

=
2
8

）

勝
部
地
区
（n

=
1
9

）

隣
接
地
区
（n

=
8

）

利
倉
西
地
区
（n

=
1
0
5

）

利
倉
地
区
（n

=
3
7

）

隣
接
地
区
（n

=
9

）

全体

（n=211）

北路線 南路線

【公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由】 ※第 2回の集計結果 

【公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由（地域別）】 ※第 2回の集計結果 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある 

人口減少等の社会状況の変化により、公共交通(路線バス等)が縮小していくのはやむを得ない

社会状況の変化(人口減少や少子高齢化)はあるが、現状の公共交通(路線バス等)を維持していくべき

社会状況の変化(人口減少や少子高齢化)に対応し、公共交通(路線バス等)を現状よりも充実させて、利用促進を図るべき

その他
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

西部地域乗合タクシー利用者アンケート 

目的 

 令和元年（2019年）10月より運行している西部地域乗合タクシーの利用者を対象に、利
用状況の把握及び公共交通改善実施計画（交通不便地域改善施策・西部地域編）の運行

評価指標及び運行改善参考指標として、活用するためのアンケート調査を実施する。 

 

アンケート調査実施概要 

(1) 調査方法 

 対面式の聞き取り調査形式（※成人対象） 
 西部地域乗合タクシー利用者の方を対象として、直接聞き取り調査を行う。 

 
(2) 調査時期 

 令和元年（2019年）12月 3日（火）、5日（木）8日（日）の 3日間（平日 2日、休日
1日） 

 
(3) 調査対象 

 西部地域乗合タクシー西部北路線及び西部南路線の 2路線 
 対象期間の西部地域乗合タクシー運行便の全利用者 

※往復利用の方は、どちらかの利用時を対象とする 

 
(4) 調査項目 
 

①今回の外出目的と利用した交通手段について 

②西部地域乗合タクシー運行開始前後における外出する頻度について 

③西部地域乗合タクシーの利用状況と満足度について 

④属性 

 
(5) 回答状況 

 
・回答者数：20人（3日間合計） 

※復路便利用者及び複数日利用者の回答は含まない 

【参考】利用者数：大人33人・小人2名（３日間合計）※キャンセル1人除く 

復路便利用者数：9人（３日間合計） 

複数日利用者数：6人（３日間合計） 

 

回答者属性 

 性別は、「女性」が約 75％、「男性」が約 25％です。 
 年齢は、「75歳以上」の方が約 70％と最も多く、次いで「35歳～44歳」が約 10％であ
り、65歳以上の方が約 80％を占めています。 

 住まいの地域は、「乗合タクシー沿線地域」が 75％と最も多く、次いで「豊中市外」が
約 20％、「乗合タクシー沿線地域以外の豊中市内」が約 5％です。 

 運転免許証の保有状況は、「持っていない」が約 55％と最も多く、次いで「持っている」
が約 25％、「運転免許証を返納した」が約 20％を占め、運転免許証を持っていない方が
約 75％を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

男性

25.0%

女性

75.0% n=20

24歳以下

0.0%

25歳～34歳

5.0%
35歳～44歳

10.0%

45歳～54歳

0.0%

55歳～64歳

5.0%

65歳～69歳

5.0%

70歳～74歳

5.0%

75歳以上

70.0%

n=20

乗合タクシー

沿線地域

75.0%

乗合タクシー

沿線地域以外

の豊中市内

5.0%

豊中市外

20.0%

n=20

持っている

25.0%

運転免許証

を返納した

20.0%

持っていない

55.0%

n=20

運転免許証 

非保有者 

75％ 

65歳以上 

80％ 

【性別】 【年齢】 

【住まいの地域】 【運転免許証の保有状況】

乗合タクシー 

沿線地域 

75％ 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

うち 
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

今回の外出目的と利用した交通手段について 

 今回の外出目的は、「通院」が約 40％最も多く、次いで「娯楽・レジャー」が約 25％、
「買い物」が約 5％です。「その他」の内訳を見ると、乗合タクシー沿線地域に立地する
高齢者福祉施設や公民館へのアクセス利用です。 

 今回の外出時に利用した行きの交通手段は、「西部地域乗合タクシー」が約 85％と最も
多く、次いで「徒歩」が約 10％です。 

 今回の外出時に利用した帰りの交通手段は、「西部地域乗合タクシー」が約 50％と最も
多く、次いで「一般のタクシー」が約 25％、「徒歩」が約 10％、「家族・知人の送迎」が
約 5％です。 

 今回の外出時に利用した西部地域乗合タクシーの利用状況を見ると、「往路（行き）のみ
利用」が約 50％、「往復（行きと帰り）ともに利用」が約 35％、「復路（帰り）のみ利
用」が約 15％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西部地域乗合タクシー運行開始前後における外出頻度について 

 運行開始前における外出頻度は、回答者の外出頻度の平均が 2.3日/週である。 
 運行開始後における外出頻度は、回答者の外出頻度の平均が 2.5日/週である。 
 運行開始前後の外出頻度を見ると、1週間に 3日以上の外出割合が約 1割増加していま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 運行開始前における外出時の移動状況は、「一般のタクシー」が最も多く、次いで「徒
歩」、「自転車」、「路線バス」の順となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

85.0%

50.0% 5.0% 25.0%

10.0%

10.0%

5.0%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行き

（n=20）

帰り

（n=20）

西部地域乗合タクシー 家族・知人の送迎 一般のタクシー 徒歩 その他

通勤

0.0%

通学

0.0%
買い物

5.0%

通院

40.0%

娯楽・レジャー

25.0%

その他

30.0%

n=20

回答者数(n=6)

3

2

1

グループホームSOMPOケア そんぽの家　豊中利倉（利倉西2丁目）

『その他』の回答内容

公民館でのリハーサルに行くため

利倉清豊苑（利倉3丁目）

【今回の外出目的】 

【今回の外出時に利用した交通手段（行きと帰り）】

行きの交通手段『その他』の回答内容 回答者数(n=1)

病院の送迎サービスを利用 1

帰りの交通手段『その他』の回答内容 回答者数(n=2)

阪急園田駅から徒歩 2

回答者の内訳 回答者数(n=20) 回答割合

往路のみ利用 10 50.0%

復路のみ利用 3 15.0%

往復ともに利用 7 35.0%

合計 20 100.0%

◆今回の外出時に利用した西部地域乗合タクシーの利用状況◆ 

20.0%

20.0%

15.0%

25.0%

45.0%

35.0%

5.0%

5.0%

15.0%

15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行開始前

（n=20）

運行開始後

（n=20）

ほぼ毎日 週に3～4日 週に1～2日程度 月に1～2日程度 月に1日未満

【運行開始前後における外出頻度の変化】 
1週間に3日以上 

運行開始前：35％ ⇒運行開始後：45％ 

【運行開始前における外出時の移動状況】 
運行開始前の移動手段

一般のタクシー 9

徒歩 7

自転車 6

路線バス 4

施設の方の送迎 1

総回答数 27

回答者数 19

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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西部地域乗合タクシー事業の現状について 

西部地域乗合タクシーの利用状況について 

 西部地域乗合タクシーの利用回数は、「はじめて（1回目）」及び「11～20回」がともに
約 25％と最も多く、次いで「2～3回」及び「21～30回」がともに約 15％です。 

 運行開始から約 2ヵ月間（令和元年（2019年）10～11月）で、10回以上の利用者が約
40％を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 西部地域乗合タクシーの利用方法に対する理解の状況は、「実際に利用して理解できた」
が約 77％と最も多く、次いで「パンフレット等で利用前に理解できた」が約 24％となっ
ています。 

 実際に利用して理解できたと回答した方が、どのようにして理解できたかを見ると、「実
際に予約の電話をして理解できた」が最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 西部地域乗合タクシーを利用して良かったところは、「鉄道駅や目的施設までの移動手段
ができてよくなった」が約 75％と最も多く占めています。 

 今後の利用意向は、「利用する」が約 75％と最も多く占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 西部地域乗合タクシーの満足度は、「満足（満足＋やや満足）」が約 90％を占めていま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【利用回数】 
はじめて

（1回目）

25.0%

2～3回

15.0%

4～5回

10.0%

6～10回

10.0%

11～20回

25.0%

21～30回

15.0%

31回以上

0.0%

n=20

利用回数が

10回以上 

40％ 

パンフレット等で利用前に

理解できた

23.5%

実際に利用して

理解できた

76.5%

あまり理解できなかった

0.0%

n=17

【利用方法に対する理解の状況】

実際に利用して 

理解できた 

76.5％ 

【どのようにして理解できたか】

回答内容 回答者数(n=16) 回答割合

実際に予約の電話をして理解できた 14 87.5%

何回か利用して理解できた 0 0.0%

その他 2 12.5%

合計 16 100.0%

その他の内訳 

・説明会に参加したから：1 

・未回答：1 

鉄道駅や目的施設までの

移動手段ができてよく

なった

75.0%

家族や知人に送迎を

頼まなくてよくなっ

た

0.0%

目的地まで早く行ける

ようになった

5.0%

外出がしやすくなった

5.0%

特にない

10.0%

その他

5.0%

n=20

【利用回数】 【今後の利用意向】

利用する

75.0%

利用しない

10.0%

わからない

15.0%

n=20

利用しない理由の回答内容 回答者数(n=2)

普段は阪急園田駅方面を利用するから 2

満足

80.0%

やや満足

10.0%

どちらとも

いえない

0.0%

やや不満

10.0%

不満

0.0%

n=20

【満足度】

満足 
（満足 ＋ やや満足） 

90.0％ 

不満・やや不満の理由 回答者数(n=2)

阪急園田駅方面へ運行してほしい 2

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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10月1日（火）～6日（日）

10月7日（月）～13日（日）

10月14日（月・祝）～20日（日）

10月21日（月）～27日（日）

10月28日（月）～11月3日（日）

11月4日（月・祝）～10日（日）

11月11日（月）～17日（日）

11月18日（月）～24日（日）

11月25日（月）～12月1日（日）

12月2日（月）～8日（日）

12月9日（月）～15日（日）

12月16日（月）～22日（日）

12月23日（月）～29日（日）

12月30日（月）～1月5日（日）

1月6日（月）～1月12日（日）

1月13日（月・祝）～1月19日（日）

1月20日（月）～1月26日（日）

1月27日（月）～1月31日（金）

西部地域北路線 西部地域南路線

利用者数の推移（週単位）（人/週）

■ 利用状況（令和元年（2019年）10月～令和 2年（2020年）1月の 4ヵ月間） 

 令和元年（2019年）10月～令和 2年（2020年）1月の 4ヵ月間の利用者数
は全体で 1,096人、西部地域北路線が 598人、西部地域南路線が 498人で
す。 

 西部地域北路線及び西部地域南路線ともに、土日祝日の利用状況（1日あた
り平均利用者数）は、平日に比べて約半数と少なくなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 利用者数の推移を週単位で比較すると、運行開始の 10月から 12月にかけて
増加傾向にありましたが、年末年始の週（12月 30日（月）～1月 5日
（日））に大きく減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合計
西部地域
北路線

西部地域
南路線

全日 1,096 598 498

平日 857 459 398

休日 239 139 100

全日 8.9 4.9 4.0

平日 10.7 5.7 5.0

休日 5.6 3.2 2.3

全日 1.62 1.67 1.57

平日 1.61 1.65 1.57

休日 1.67 1.74 1.59

7,222 2,088 5,134

※沿線人口は令和元年（2019年）10月1日現在

1台あたり
平均利用者数
（人/台）

1日あたり
平均利用者数
（人/日）

利用者数
（人）

【参考】
沿線人口 （人）

【利用状況】

【利用者数の推移（週単位）】
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西部地域乗合タクシーの今後の方向性について 資料3 

①運行ルート（停留所） 

アンケート調査では、約半数が運行ルートの改善を求めており、停留所別の利用状況を見ると、

利用者が多い停留所と少ない停留所が顕著となっている。 

これらの状況を踏まえ、利用が多い停留所での改善（さらなる地域内への停留所設置の拡充）や

利用が少ない停留所での移設などを検討します。 

 

②復路利用の状況 

利用者アンケートでは、外出時の「行き（往路）」は約85％が西部地域乗合タクシーを利用して

いる一方で、「帰り（復路）」の利用は約50％に留まる。 

利用状況では、乗車停留所の約2～3割が鉄道駅である一方、降車停留所の6割以上が鉄道駅で

あり、沿線地域から鉄道駅への往路利用が復路に比べ、優越している状況にある。 

外出先からの帰り（復路）に使い難い状況となっていると考えられるため、利便性向上に向けた

検討等が必要です。 

 

③運行時間 

アンケート調査では、運行ルートと同様に運行時間の拡充を求める声が多いが、一方で利用状況

を見ると平日の第4便の利用が最も多く、土日祝日の第1便は利用が少ない。平日の第4便は、当

日予約（当日の12時まで受付）が可能な便であることも寄与していると思われるが、一定の利用

ニーズもあると思われる。 

運行時間について、利用が多い時間帯への変更等の検討を行うものとする。 

 

④新規利用者の獲得 

アンケート調査では、住民の約8割が西部地域乗合タクシー事業を認知している一方、同事業を

利用すると回答した人は約1割に留まり、利用しない理由として「他の移動手段で移動する」と

「乗合タクシーの利用方法が分からない」が上位に挙がっている。 

この結果を受け、他の移動手段で利用できなくなった時に備えて、西部地域乗合タクシーの利用

方法を未利用者に対してもお伝えする必要がある。 

西部地域乗合タクシー利用者の約77％は、「実際に利用して理解できた」と回答しており、お試

しで利用できる機会の創出等が必要です。 

運行内容の見直しについて 

利用状況及びアンケート調査より抽出した改善点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊中市乗合タクシーの評価指標について 

運行評価指標と運行改善参考指標 

 豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・西部地域編】（令和元年 7月策定）
では、施策評価指標は、運行継続・運行内容の見直しの判定をする「運行評価指標」

と、見直しの参考とする「運行改善参考指標」とに分けて検討を行い、評価していくも

のとしています。 
 運行改善参考指標については、策定時点では今後検討していくものとしていましたが、
西部地域乗合タクシーの運行開始により、利用状況も把握可能となったため、運行改善

参考指標（案）の設定を行います。 
 

●豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・西部地域編】策定時点における「運行評価指標」

と「運行改善参考指標」の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●【参考】運行評価指標の運行目標値・改善基準値・見直し基準値一覧 

大項目 小項目 

運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

事業実施に当たっての目標

値とする。 

計画期間中の目標として定

め、短期での目標達成は求

めないものとする。 

事業実施に当たって、短期

で達成されるべき目標値と

する。 

この目標値を下回る場合

は、具体的な対策を実施す

る。 

事業実施に当たって、最低

限達成すべき基準値とす

る。 

この目標値を下回る場合

は、事業継続について検討

を行う。 

利用 

状況 
利用者数 20人/日 10人/日 5人/日 

認知 

状況 
認知率 80％ 30％ 15％ 

運行 

経費 

市支出 

金額 
850万円/年 1,300万円/年 

現時点では、 

設定しません。 

 
 
 
 
  

①「運行評価指標」は、乗合タクシー事業の目標を明示する「運行目標値」、改善の必要性を判断

する「改善基準値」、事業の廃止を含めた継続可否の判断をする「見直し基準値」を設定しま

す。 

② 「運行改善参考指標」は、目標値を設定せず、運行計画内容の見直しを行う際の参考とします。

その内容は今後検討します。 

③ 「運行評価指標」及び「運行改善参考指標」は、基本的に公表しますが、運行運営事業者の経営

に関するデータは、非公表とします。 

【現状】 

・利用者数 ：9.2 人/日（令和元年（2019年）10～12月実績） 

・認知率  ：78％（第2回西部地域住民アンケート結果） 

・市支出金額：約70万円/月（令和元年（2019年）10～12月実績） 
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西部地域乗合タクシーの今後の方向性について 

①利用状況 

利用状況を改善策に反映するために、「運行実施率」、「乗合状況」、「利用者属性」を指標として

設定します。 

・運行実施率 

運行ダイヤで設定している予定運行便数に対して実際に運行した便数の割合とします。 

運行ダイヤで設定している予定運行便数に対して、運行実施率が高く、かつ下記に示す乗合状況

を把握するための1便当たりの利用者数が乗合交通として満たしている場合は、乗合タクシーの運

行形態をデマンド型から定時定路線への移行に向けた検討を行います。 

また、定時定路線への検討時における需要予測は、予約抵抗が無くなることによる利用者の増加

も考慮した検討を行うものとします。 

・乗合状況 

１便当たりの利用者数とします。 

１便当たりの利用者数の実績を踏まえ、需要規模に応じた車両規模への見直しとして、ジャンボ

タクシーやバス車両等への移行に向けた見直しを検討します。 

・運行便別運行実施率 

運行ダイヤで設定している各運行便に対して実際に運行した便の割合とします。 

運行ダイヤで設定している各運行便に対して、実際に運行している割合が低い運行便がある場合

は、ダイヤ変更等の見直しを行います。 

・停留所別利用状況 

各停留所の乗降者数とします。 

各停留所での乗降者数の実績を踏まえ、利用されていない停留所がある場合は、停留所位置の変

更や廃止等の見直しを行います。 

 

②運行経費 

改善策の検討には、費用面の把握が必要となります。全体の費用とは別に、支出状況を把握するた

め、「利用者一人当たりの財政負担額」を算出します。 

 

③市民生活 

乗合タクシー事業による沿線住民の効果を検証するために、アンケート調査等により、利用者の

属性と外出頻度の増加割合を事業の有用性を判断するデータとして、算出します。 

運行改善参考指標（案）の設定 

 西部地域乗合タクシーの見直しの参考とする運行改善指標（案）は以下のように設定し
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
● 運行評価参考指標の概要一覧 

大項目 小項目 指標の定義 指標の計測方法 状況 

利用 

状況 

運行実施率 
予定運行便数に対し

て実際に運行した便

数の割合 

実際に運行した便数/予定運行

便数（ダイヤで設定している運

行便数） 

52.4％ 

乗合状況 
1台あたりの利用者

数 

デマンド型乗合タクシーの利用

者数/実際に運行した台数 
1.6 人/台 

運行便別 

運行実施率 

各運行便に対して実

際に運行した便の割

合 

実際に運行した便/予定運行便

（運行便毎に算出） 資料 2 

参照 
停留所別 

利用状況 
停留所別利用者数 停留所別乗降者数 

運行 

経費 

利用者 1人あた

りの財政負担額

利用者１人あたりの

運行に係る市の年間

財政負担額 

年間負担額/年間利用者数 － 

市民 

生活 

利用者の 

属性 

利用者における地域

住民の割合（路線別

評価） 

アンケート調査により、当該路

線の利用実態を確認 

資料 2 

参照 利用者の利用目的 

アンケート調査により、利用目

的を調査（買い物、通勤通学、

通院等） 

住民の 

外出回数 

市民の外出回数の変

化 
外出回数の変化 

 

運行改善の実施 

 前述の 1.1で示した改善点及び 2.2で示した改善参考指標を参考に市で運行計画の改善案
を作成します。これを基に今春から地元で意見交換会を実施し、修正や調整を行った上

で、令和 2年（2020）年 11月予定の協議会にて、「豊中市公共交通改善実施計画【交通
不便地改善施策・西部地域編】（第 2版）（案）」をお示しし、令和 3年（2021年）4月
から改善する内容での運行を行うべく、調整・協議を行います。 

 現在の道路運送法第 21条による運行は、令和 2年（2020年）9月末までですが、運行
主体である阪急タクシー株式会社にて手続きを行い、道路運送法第 4条による運行を現
在と同内容で行う予定です。必要に応じて、当協議会の書面協議を開催することも有り

ます。 
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西部地域乗合タクシーの今後の方向性について 

豊中市乗合タクシーの愛称選定について 
 

 豊中市乗合タクシー事業は、広く市民が利用する交通手段であり、広く市民の方々に知
っていただき、親しみを持ってもらうことが必要です。そこで、豊中市乗合タクシーに

愛称を定めることとし、これを決めるにあたっては、広く市民を対象に公募を実施する

事としたいと考えております。 

 
概ね以下のスケジュールでの実施を予定 
 

令和２年（2020年） 

２月 21日 ：本協議会にて愛称公募を行う旨の方針を協議、決定 

    ６月頃～ ：広報とよなか及び市HPにて愛称公募開始 

    ～９月頃 ：募集締切 

    ～10月 ：協議、検討、愛称決定 

（応募総数や得票率を勘案しながら、市にて決定する。） 

     11 月頃 ：地域公共交通協議会や市ホームページ等にて愛称公表 

 令和３年（2021年） 

４月～ ：愛称運用開始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊中市キャラクター 
「マチカネくん」 

豊中市乗合タクシーの愛称が 
どんなのになるのか楽しみだワニ☆ 

みなさんに親しまれる愛称に 
なることを期待しています！！ 

阪急タクシー 
イメージキャラクター 
「タクロー君」 
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市内公共交通網の見直しについて 資料４ 

■ 市内公共交通網の見直しについて 
 

市域には、鉄道駅勢圏及びバス停勢圏から外れた交通不便地が存在し、その解消が求められて

いること、また、都市構造上南北方向に比べ、東西の結びつきが脆弱で、その流動が少ないこと

などの課題があります。さらに、将来的には、バス路線網が充実している地域においても、人口

減少とともにバス利用者が減少し、路線の縮小が懸念されること、自動車に頼って生活している

地域においては、高齢化により、その運転が困難となり、新たな移動手段が求められることが想

定されます。 

このような状況を踏まえ、本市の公共交通等の改善と実施する施策をまとめた「豊中市公共交

通改善計画（平成31年（2019年）2月策定）」に基づき、以下に示す3つの施策について、

令和3年（2021年）4月の実施を行うべく、実施に向けた検討・準備を進めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東西軸路線バスの運行 

東西軸の現状と問題点 

 本市は南北方向に阪急電鉄宝塚線、阪急電鉄神戸線及び北大阪急行電鉄が、市域北側の東
西方向には大阪モノレールに加え、豊中駅、千里中央駅及び桃山台駅の各駅間を結ぶバス

路線網が整備されていますが、市域南側においては、鉄道駅間を結ぶフィーダー路線のネ

ットワークが粗く、東西方向の公共交通ネットワークが脆弱で交通不便地も存在します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東西軸の現状と問題点 

 東西方向における都市軸の構築とネットワークの拡充、交通不便地の改善に資する施策と
して、市域南側において東西方向を結ぶ新規バス路線を運行するものとし、令和3年度

（2021年度）からの運行開始に向けて、バス事業者や関係機関とともに検討・準備を

進めています。 
 具体の運行内容等については、資料５「(仮称)豊中市公共交通改善実施計画【東西軸路線
バス編】（素案）」を参照願います。 

1 東西軸路線バスの運行 

・ 東西方向における都市軸の構築とネットワークの拡充、交通不便地の改善に資する施

策として、市域南側において東西方向に新規バス路線の運行に向けた検討を進めてい

ます。 

2 バス運行補助事業の見直し 

・ 市内施設へのアクセス確保を目的として、2路線3系統のバス路線を対象に、運行補

助を行っていますが、補助目的に照らせれば、当初の役割は終えたものと判断せざる

を得ず、市域における公共交通の抱える課題の解消に資する効果的な補助に向けた見

直しを行います。 

3 南部地域における公共交通の見直し 

・ 市補助路線が、地域の移動手段となっていないことや、現状では多数を占める徒歩や

自転車で移動している市民にとっても、将来を見据えた場合、最寄り鉄道駅へのアク

セス確保が必要であること等を鑑み、南部地域乗合タクシーの導入について、検討を

進めています。 

●本市における東西方向の公共交通ネットワークの状況 
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市内公共交通網の見直しについて 

バス運行補助事業の見直し 
 

市内施設へのアクセス確保を目的として、2路線3系統のバス路線を対象に、運行補助を行っ

ていますが、補助目的に照らせれば、当初の役割は終えたものと判断せざるを得ず、市域におけ

る公共交通の抱える課題の解消に資する効果的な補助に向けた見直しを行います。 

バス運行補助事業の現状と問題点 

 豊中市では、平成9年（1997年）の市立豊
中病院の移転に伴い、南部地域から市立豊中病

院へのアクセス確保を目的に市立豊中病院線

を、ごみ処理施設「クリーンランド」の余熱利

用施設へのアクセスを図るために、平成10年

（1998年）からクリーンランド線をそれぞれ

運行開始し、補助金交付を行っています。 

 補助金を路線別にみると、市立豊中病院線が約
20百万円/年、クリーンランド線は約9百万

円/年です。 

 現在のバス運行補助事業路線は交通空白地を解
消する機能を有しているものの、南部地域から

市立豊中病院への利用が少なく、またクリーン

スポーツランドの閉館（平成28年（2016

年）3月）により、当初の運行目的を一定達成

していることから、より効果的な事業への見直

しが求められる状況にあります。 

 
 
 
 
 
 
 

 

【市立豊中病院線】 

 64系統の加島駅前から柴原駅（市立豊中病院前）方面への流動状況を見ると、東部地域
の小曽根地区や北条町地区から緑地公園駅前や豊中（阪急豊中駅）、中部地域から豊中

（阪急豊中駅）への利用が多く占めています。また、柴原駅（市立豊中病院前）を目的地

とした流動状況を見ると、利用者合計150人中 30人と全体の約2割であり、さらに南

部地域から直接アクセスする利用者は1便あたり 0.8 人です。 
 66系統では、利用者の半数は柴原駅を起終点とした利用ですが、アンケート調査では、
市立豊中病院利用者は非常に少ない状況です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【クリーンランド線】 

 クリーンランド線の流動状況を見ると、平日及び休日ともに、阪急曽根⇔クリーンランド
前間の利用が多くを占め、クリーンランド等への通勤での利用が半数以上を占めていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

●バス運行補助事業路線の路線図 

●バス運行補助事業路線の概要 

●市立豊中病院線64系統（加島駅前⇒柴原駅方面）の流動状況 

【全体：150人/日】 【柴原駅降車のみ：30人/日】 

●クリーンランド線96系統の流動状況 

【平日：103人/日】 【休日：37人/日】 

※2人以上の流動のみ表示 ※2人以上の流動のみ表示

※2人以上の流動のみ表示 ※2人以上の流動のみ表示

系統
番号

運行区間 運行距離 所要時間 運賃 運行便数 運行開始日

64
加島駅前～緑地公園駅前
　 ～豊中～蛍池～柴原駅

約17.3km
　    ～17.5km

66～69分
210※1～
260円

7往復/日
（平日のみ運行）

平成9年（1997年）
11月4日

66
柴原駅⇒豊中⇒熊野町西⇒
　 上野坂⇒上野口⇒柴原駅

約7.1km 34分 220円
7便/日
（平日のみ運行）

平成9年（1997年）
11月4日

96
阪急曽根～原田中一丁目～
　 クリーンランド前

約2.7km
     ～2.9km

11分 220円
阪急曽根発：4～9便/日※2

クリーンランド発：3～7便/日※2
平成10年（1998年）

2月1日

※1：大阪市営バス運賃同調区間（加島駅前～加島間のみ）適用。他区間の初乗り運賃は220円。
※2：祝日は該当する曜日ダイヤで運行。
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市内公共交通網の見直しについて 

取組みの方向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 バス運行補助事業のバス路線の全区間は、令和3年（2021年）4月に廃止します。 
 各区間における見直し内容は、以下のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・64系統：南側区間（加島駅前～北条町二丁目区間） 

市立豊中病院の外来患者のうち、南部地域からの外来患者は約5％と少なく、64系統のOD調査結

果からも南部地域から柴原駅（市立豊中病院前）への流動が他の利用区間と比べて少ないため、北条町

二丁目以南における必要性は低い。 

・64系統：緑地公園駅～豊中駅区間 

阪急宝塚線へのアクセス確保の観点から、クリーンランド線と合わせて東西軸路線への再編が必要。 

・64系統：豊中駅～柴原駅区間 

鉄道や軌道（阪急宝塚線及び大阪モノレール）と重複しており、利用者も少ないため、必要性は低い。 

・66系統：全区間 

営業所（車庫）と起終点停留所（柴原駅）間の回送距離が長大となるため、単独での存続は困難。 

・96系統：全区間 

阪急宝塚線及び市内施設へのアクセス確保のから、市立豊中病院線の一部区間と合わせて東西軸路線

への再編が必要。 

【64系統（豊中駅～柴原駅区間）】 
鉄道・軌道との重複区間 

既存バス路線の活用による豊中～柴原駅間のバス
サービス水準の確保について、事業者と協議 

【64系統（豊南西三丁目～二葉町区間）】 
南部地域から市立豊中病院への外来患者
が僅少である為、南部地域における公共交
通見直しにおいて、新たな交通システムを
導入 

【66系統】 
既存路線バスと重複し、単独での
存続は困難 

【64系統（豊中駅～夕日丘三丁目区間）】
多くの区間が既存路線バスと重複 

【クリーンランド線】 
東西軸路線に再編 

【64系統（緑地公園駅～西願寺橋区間）】 
東西軸路線に再編 

【64系統（北条町二丁目～小曽根三丁目区間）】
南部地域から市立豊中病院への外来患者が僅少

であり、既存路線バスと近接 

路線名 系統番号 区間 見直し内容

柴原駅（市立豊中病院前）
廃止　※既存路線バスあり（豊中市内線、阪
北線）

刀根山元町～刀根山六丁目 廃止

蛍池東町 廃止　※既存路線バスあり（豊中西宮線）

蛍池、千里川
廃止　※既存路線バスあり（阪北線、豊中西
宮線）

豊中、北桜塚
廃止　※既存路線バスあり（豊中市内線、阪
北線）

豊中市役所北～熊野田小学校前 廃止　※既存路線バスあり（豊中市内線）

夕日丘三丁目 廃止

西願寺橋～北条小学校前～緑地
公園駅前～北条小学校前

東西軸路線バスに再編

北条町二丁目、小曽根小学校前 廃止

小曽根三丁目 廃止　※既存路線バスあり（阪北線）

豊南町西三丁目～二葉町
南部地域における公共交通の見直しにおいて
新たな交通システムを導入

加島～加島駅前
（大阪市淀川区域）

廃止　※既存路線バスあり（加島線等）

66系統 全区間
廃止　※既存路線バスあり（豊中市内線、阪
北線）

クリーン
ランド線

96系統 全区間 東西軸路線バスに再編

市立
豊中病院線

64系統
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市内公共交通網の見直しについて 

南部地域における公共交通の見直し 
 

市補助路線が、地域の移動手段となっていないことや、現状では多数を占める徒歩や自転車で

移動している市民にとっても、将来を見据えた場合、最寄り鉄道駅へのアクセス確保が必要であ

ること等を鑑み、南部地域乗合タクシーの導入について、検討を進めています。 

南部地域の状況 

 南部地域は、平坦な地形であるため歩きやすく、その多くが庄内駅をはじめ三国駅、神
崎川駅徒歩圏にあります。 

 しかし、庄本地区周辺はバス停が少なく交通不便地が存在しています。 
 南部地域の外縁部を運行している市立豊中病院線は、加島駅と柴原駅を結んでいます
が、市域の最寄り鉄道駅である庄内駅にはアクセスしていません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

取組みの方向性 

 特に、高齢者の買い物や通院における移動手段のニーズは高く、自動車等に移動を頼っ
ていた地域においては、対策が急がれています。その対策は重要であるものの、鉄道や

バス路線で対応するほどのニーズは無く持続可能で適正な規模の公共交通システムが必

要です。 

 
   

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①交通不便地における移動手段の確保 

交通不便地に居住する市民の日常生活を支援するため、移動手段を確保する。 

②鉄道駅等の都市拠点・地域拠点へのアクセス確保 

日常生活に必要な医療施設や商業施設などの都市機能が集積した鉄道駅へのアク

セスを図り、交通弱者の買い物や通院等における移動を支援する。 

③民間バス路線との競合の回避 

地域全体の公共交通を総合的にとらえ、公的支援のあるサービスは民間サービスを

補完するものとして位置付ける。 

■新たな公共交通システム導入の考え方 

④適正な手段の選択 

ニーズに応じた適正な規模で、持続可能な公共交通とするため、路線バスの運行形

態を基本に、車両の大きさや運行方法を選択する。 

⑤適正な料金の徴収 

安易な無料化や安価な運賃は公平性や採算性に欠けるため、既存のバス路線の料金

とのバランスを図る。 

市立豊中病院線廃止地域を中心に、最寄り鉄道駅に接続する新たな公共交通システム

の導入を検討します。 ●南部地域における交通空白地と交通不便地域の状況 
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市内公共交通網の見直しについて 

南部地域における新たな交通システムの概要 

 令和元年（2019年）10月から運行している「西部地域乗合タクシー」をベースとし
た、「デマンド型乗合タクシー」とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 運行日は平日のみとし、時間帯は、買い物や通院等の自由目的による移動を考慮し、概
ね9時台から16時台とします。また、運行間隔は、概ね1本/時とします。 

 

 持続的な運行に向けて、当面は「セダン型タクシー」による運行で実証運行を行うもの
とし、需要状況に応じて、「ワゴン」等への変更について検討を行うものとします。 

 

 運賃は、当該地域を運行している既存バス路線の運賃を考慮し、均一料金による料金体
系とし、路線バス料金と同程度とします。 

 

 事業主体は、交通不便地の改善を主体的に取組み、事業の収益性に左右されることなく
継続的に行う必要があることから、豊中市とします。 

 運行主体は、安全性確保等の観点から、道路運送法第４条で規定される一般旅客自動車
運送事業者（タクシー事業者等）による運行を想定します。 

 

 

 

 運行ルートは、南部地域等の交通不便地の改善を図ることを目的として、阪急庄内駅及
び主要な公共施設と各地区を結ぶ東西に分割した2路線とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 持続的な運行を行うためには、明確な評価指標を設け、定期的に検証を行う必要がありま
す。 

 評価指標の目標が達成されない場合は、改善策の検討・実施を行い、目標が達成された場
合でも利便性向上に向けた改善策の検討・実施を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

評価指標の 

目標値に基づいた 

評価の実施 

改善策の検討 

運行継続 

改善策の実施 

目標値 

達成 

目標値 

未達成 

目標値が達成した場合でも、利便性向上に向けた改善策の

検討・実施等を行います。 
（例：増便、定時定路線への変更、ワゴン車への変更等） 

目標値達成に向けた改善策を 

検討します。 
（例：ルート変更、利用促進策の推進

デマンド型 

乗合タクシーの運行 

地域の方々が利用しやすい交通となるように、また持続可能なものと

なるように、見直しは継続的に実施していきます。 

○ 利用目的は高齢者等の買い物・通院等の日常利用を想定します。 

〇 持続可能な公共交通として、長く地元の方々の移動を支え続ける必要があるため、効率

的な運行をめざして定時定路線ではなく、利用者から予約があった際に運行する『デマ

ンド交通』とします。 

〇 既存のタクシーから利用者を奪うことの無い様、競合しない運行形態である必要がある

こと、また、コミュニティバス等の定時定路線型の交通へのスムーズな移行を見据える

ため、『定時定路線型』による運行とします。 

○ 阪急庄内駅及び主要な公共施設である庄内出張所、市立庄内文化センター（市立庄内図

書館・庄内介護予防センター（旧庄内老人福祉センター）・庄内公民館併設）、庄内ロー

ズ文化ホール（市立庄内体育館併設）と各地区を結ぶルートとする。 

〇 既存の公共交通（路線バス）と並行する区間は、競合することなく、持続可能な公共交

通の実現を考慮し、乗合タクシーでの利用はできないものとする。 

〇 停留所は、上記施設及び交通不便地内の住宅地に設置する。 

●新たな交通システム評価フロー（イメージ） 
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市内公共交通網の見直しについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

②庄内出張所東 

③阪急庄内駅西口 

④庄内ローズ文化ホール前 

⑤豊南小学校前 

⑥豊南町東四丁目 

⑦豊南町南６丁目児童遊園前 

⑧府営豊中豊南住宅前 

⑨豊南町南二丁目 

⑩三和町 

①庄内文化センター前 

②庄内出張所東 

③阪急庄内駅西口 

④庄内ローズ文化ホール前 

①庄内文化センター前 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限る。 

令和3年（2021年）4月 

運行開始予定ルート案 

南部地域路線 ルート案 

東側ルート 

ルート延長：約7.8km 

所要時間：一周約35分 
（途中停車なし・渋滞な
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市内公共交通網の見直しについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

①（仮）南部コラボセンター前 

②阪急庄内駅西口 

③庄内ローズ文化ホール前 

④豊南小学校前 

⑤豊南町東四丁目 

⑥豊南町南６丁目児童遊園前 

⑦府営豊中豊南住宅前 

⑧豊南町南二丁目 

⑨三和町 

①（仮）南部コラボセンター前 

②阪急庄内駅西口 

③庄内ローズ文化ホール前 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限る。 

南部コラボセンター完成後

ルート案 

南部地域路線 ルート案 

東側ルート 
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市内公共交通網の見直しについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  令和3年（2021年）4月 

運行開始予定ルート案 

①庄内ローズ文化ホール前 

②阪急庄内駅西口 

③庄内出張所東 

④庄内文化センター前 

⑤千成小学校前 

⑥大島町2丁目公園前 

⑦シティコート豊中二葉町前 

⑧淳風とよなか前 

⑨庄本センター前 

⑩光国寺前 

⑪島江町西児童遊園前 

⑫島江北公園前 

④庄内文化センター前 

③庄内出張所東 

②阪急庄内駅西口 

①庄内ローズ文化ホール前 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限

る

南部地域路線 ルート案 

西側ルート 

ルート延長：約8.5km 

所要時間：一周約36分 
（途中停車なし・渋滞な
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市内公共交通網の見直しについて 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①庄内ローズ文化ホール前 

②阪急庄内駅西口 

③（仮）南部コラボセンター前 

④千成小学校前 

⑤大島町2丁目公園前 

⑥シティコート豊中二葉町前 

⑦淳風とよなか前 

⑧庄本センター前 

⑨光国寺前 

⑩島江町西児童遊園前 

⑪島江北公園前 

③（仮）南部コラボセンター前 

②阪急庄内駅西口 

①庄内ローズ文化ホール前 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限

る

南部コラボセンター完成後

ルート案 

南部地域路線 ルート案 

西側ルート 
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市内公共交通網の見直しについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

③阪急庄内駅西口 ④庄内ローズ文化ホール前 

⑤豊南小学校前 ⑥豊南町東四丁目 ⑦豊南町南六丁目児童遊園前 ⑧府営豊中豊南住宅前 

⑨豊南町南二丁目 

南部地域路線ルート案 停留所付近の状況【東側ルート】 

⑩三和町 

①庄内文化センター前 ②庄内出張所東 
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市内公共交通網の見直しについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南部地域路線ルート案 停留所付近の状況【西側ルート】 

⑧淳風とよなか前 

⑨庄本センター前 ⑩光国寺前 

⑥大島町2丁目公園前 

②阪急庄内駅西口 ①庄内ローズ文化ホール前 ④庄内文化センター前 ③庄内出張所東 

⑫島江北公園前 

⑤千成小学校前 

⑪島江町西児童遊園前 

⑦シティコート豊中二葉町前 

庄内ローズ 

文化ホール方面 
千成・ 

庄内西校区方面 
千成・ 

庄内西校区方面

阪急庄内駅

西口方面



 

 

資料 4-1 西部地域乗合タクシー事業について 
■南部地域意見交換会開催の状況について 

 以下のとおり、南部地域の各地域にて、意見交換会を開催しております。 

 

 

  

地域 地区・校区 開催日時 場所 
参加 

者数 

延べ 

人数 

南部 

地域 

豊南校区 

第 1 回 10 月 9 日 （水） 14：00～ 

共同利用施設豊南会館 

6 人 

66 人 

第 2 回 11 月 16 日 （水） 14：00～ 10 人 

第 3 回 12 月 4 日 （水） 14：00～ 11 人 

千成校区 第 1 回 10 月 10 日 （木） 14：00～ 共同利用施設千成センター 9 人 

庄内西 

校区 

第 1 回 10 月 8 日 （火） 14：00～ 

共同利用施設庄本センター 

2 人 

第 2 回 11 月 7 日 （木） 19：30～ 12 人 

第 3 回 12 月 5 日 （木） 19：30～ 16 人 
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(仮称)豊中市公共交通改善実施計画（素案） 

【東西軸の強化施策・東西軸路線編】 
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1. 計画概要 1 

1.1 背景と目的 2 

本市は、大阪国際空港や、高速道路・幹線道路などの広域交通に加え、阪急電鉄宝塚3 

線・神戸線、北大阪急行電鉄南北線、大阪モノレールといった鉄道と、路線バスなどの地4 

域交通の整備により、交通利便性が高いまちと評価されています。しかしながら、市域に5 

は、鉄道駅勢圏及びバス停勢圏から外れた、いわゆる交通不便地が存在し、その解消が求6 

められていること、また、都市構造上南北方向に比べ、東西の結びつきが脆弱で、その流7 

動が少ないことなどの課題があります。さらに、将来的には、バス路線網が充実している8 

地域においても、人口減少とともにバス利用者が減少し、路線の縮小が懸念されること、9 

自動車に頼って生活している地域においては、高齢化により、その運転が困難となり、新10 

たな移動手段が求められることが想定されます。 11 

このような状況を踏まえ、豊中市の公共交通等の改善の考え方と実施する施策をまとめ12 

た「豊中市公共交通改善計画」を平成31年（2019年）2月に策定いたしました。 13 

本計画はこれを受けて、具体的な取組みを進めるための下部計画として、市域南側にお14 

ける都市軸の構築とネットワークの拡充、交通不便地の改善に資する施策として、東西方15 

向に新規バス路線の運行に向けた施策として定めるものです。 16 

 17 

 18 

1.2 計画区域 19 

本計画の対象とする区域は、豊中市域20 

のうち、都市計画マスタープランにおけ21 

る地域区分による東部地域、中部地域、西22 

部地域とします。 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 
 36 

出典：第 2次豊中市都市計画マスタープラン 37 
（平成 30年（2018年）4月 豊中市） 38 

図 1.1 計画の区域  39 

西部地域

中部地域

東部地域
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1.3 計画の位置付け 1 

  本計画は「豊中市公共交通改善計画」を受けて、具体的な取組みを進めるための下部計画2 

として、定めるものです。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

図 1.2 豊中市公共交通改善実施計画【東西軸の強化施策・東西軸路線編】の位置付け 25 

 26 

 27 

  28 

豊中市公共交通改善計画 
（平成31年（2019年）2月策定） 

 

第3次豊中市環境基本計画

 
第４次豊中市総合計画 

【上位計画】 

第２次豊中市道路整備計画 

豊中市都市景観形成マスタープラン 

豊中市企業立地促進計画

豊中市立地適正化計画 

第２次豊中市都市計画マスタープラン 

【関連計画】 

（仮称）豊中市公共交通 

改善実施計画 

 

 

 
 

東西軸の強化施策・東西軸路線編 

交通不便地改善施策・西部地域編 
（令和元年（2019年）9月策定）

交通不便地改善施策・南部地域編 
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豊中市公共交通改善計画では、「基本理念」、実現するために必要な 3 つの「基本方針」1 

及び「取り組むべき施策」を以下のように定めており、本計画は取り組むべき施策のうち2 

「①東西軸の強化」に基づく施策となります。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

図 1.3 豊中市公共交通改善計画における施策体系 26 

 27 

 28 

 29 

  30 

基本方針1 

公共交通 

ネットワークの充実 

基本方針２ 
誰もが利用しやすい 

公共交通環境づくり 

基本方針３ 
公共交通サービスの 
持続的な提供 

【基本方針】 【取り組むべき施策】 

 

 

 

④交通結節点の改善 

⑤乗継利便性の向上 

⑥バリアフリー化の推進 

⑦バス利用環境の改善 

⑧自転車利用環境の改善 

①東西軸の強化 

③大阪の南北軸強化と公共交通網の見直し 

②交通不便地の改善 

⑩バス運行補助事業の見直し 

⑨モビリティ・マネジメントの推進 

【
基
本
理
念
】 

マ
イ
カ
ー
に
頼
ら
な
く
て
も
移
動
で
き
る
交
通
体
系
の
整
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2. 施策の方向性 1 

2.1 東西軸の現状 2 

本市は南北方向に阪急電鉄宝塚線、阪急電鉄神戸線及び北大阪急行電鉄が、市域北側の3 

東西方向には大阪モノレールに加え、豊中駅、千里中央駅及び桃山台駅の各駅間を結ぶバ4 

ス路線網が整備されていますが、市域南側においては、鉄道駅間を結ぶフィーダー路線の5 

ネットワークが粗く、東西方向の公共交通ネットワークが脆弱で交通不便地も存在します。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

図 2.1 本市における東西方向の公共交通ネットワークの状況  36 
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2.2 目的 1 

本市の公共交通ネットワークは、市域南側では市域北側と比べ、東西方向の公共交通ネ2 

ットワークが脆弱であり、交通空白地や交通不便地もみられます。 3 

そこで、市域南側において東西方向に新規バス路線を運行することで、都市軸の構築と4 

ネットワークの拡充、交通不便地の改善を図ります。 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

図 2.2 都市計画マスタープランにおける都市構造図 34 

  35 

① 各地域の連携を強化 

鉄道駅を中心とする拠点を結び、東部地域、中部地域及び西部地域の連携を強化

します。 

② 交通不便地の改善 

西部地域や緑地公園周辺のバス路線が脆弱な地域にバスを運行し、交通不便地

の改善を図ります。 

③ 都市間連携の強化 

隣接市の中心部と豊中市内を直接結ぶことで、新たな流動を創造し、都市間の連

携強化を図ります。 

④ 文化・スポーツ軸の形成 

服部緑地、曽根及び原田にかけては、服部緑地、文化芸術センター、豊島公園、

ふれあい緑地、スカイランド HARADA 等の施設が分布しており、文化・スポー

ツ軸の形成が期待されます。 

 

出典：第 2次豊中市都市計画マスタープラン概要版（平成 30年（2018年）4月 豊中市） 
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2.3 東西軸路線運行の考え方 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

図 2.3 東西軸路線の運行ルートイメージ 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 
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① 東部地域、中部地域及び西部地域の中心地を結びます。 

② 北大阪急行線、阪急宝塚線及び JR 宝塚線（JR 福知山線）の異なる鉄道路

線の駅を結びます。 

③ 西部地域及び服部緑地周辺の交通不便地を通ります。 

④ 服部緑地、文化芸術センター、豊島公園、クリーンランドを結びます。 

⑤ 利用は通勤・通学目的及び買い物・通院等の自由目的等の多様な移動ニーズ

を対象とします。 

⑥ 新設を必要としない既存道路ネットワークを活用した路線とします。 

⑦ 既存バス路線やバス停を活用した路線とします。 

■ 阪急曽根 ■ 緑地公園前 
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3. 事業内容 1 

3.1 交通システム 2 

前述の2.3 の検討により、導入する交通システムは以下の通りとします。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

3.2 運行系統 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

図 3.1 東西軸路線の運行系統（案） 24 

 25 

  26 

  運行距離が長い路線であり効率的な運行を図るために、複数の運行系統を組み合わせ

た形態を検討します。 

・交通モード：路線バス 

・運行形態 ：路線定期運行 
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3.3 運行ルート 1 

ルートは北大阪急行緑地公園駅から阪急曽根駅を通り、ＪＲ伊丹駅を結ぶ延長約 10 ㎞2 

の路線とします。 3 

停留所は、16箇所とします。そのうち、（仮）緑地公園西口と（仮）履正社高校前の24 

箇所は新設とし、残りの 14 か所は、既存の停留所（市立豊中病院線、豊中市内線、クリ5 

ーンランド線、岡町線）を活用します。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

図 3.2 東西軸路線の路線図（案） 36 

〔緑地公園駅前～阪急曽根～クリーンランド前～イオンモール伊丹〕 37 
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イオンモール伊丹から緑地公園駅前まで 9.9 km 

緑地公園駅前からイオンモール伊丹まで10.4km 

       ：系統起終点停留所 

       ：新設予定停留所（全16個所中２箇所）

※停留所間の数値は距離を示す。（単位：km）

※停留所間距離は、地図上での計測による 
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緑地公園駅前 停留所 

※イオンモール伊丹・阪急曽根方面からの降車扱いも当該のりばにおいて行います。

イオンモール伊丹 
・阪急曽根方面より 

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ 

緑地公園駅前 

 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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寺内一丁目 停留所 

寺内一丁目 
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

寺内一丁目 
（緑地公園駅前方面） 

緑地公園駅前方面より

緑地 

公園駅前方面へ 

  

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面より 

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

  26 

若北会館前 停留所 

若北会館前 
（緑地公園駅前方面） 

緑地公園駅前方面より

緑地公園 

駅前方面へ
阪急曽根 
・イオンモール 

伊丹方面へ 

阪急曽根 
・イオンモール 

伊丹方面より 

若北会館前 
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

北条小学校東

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 



 

13 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

  27 

北条小学校前 停留所 

北条小学校前 
（緑地公園駅前方面） 

緑地公園

駅前方面へ

阪急曽根 
・イオンモール 
伊丹方面より 

北条町 2 

北条小学校前 
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

緑地公園 

駅前方面より

阪急曽根 
・イオンモール 
伊丹方面へ 

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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西願寺橋 停留所 

西願寺橋東 

西願寺橋 
（緑地公園駅前方面） 

緑地公園駅前方面へ

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面より

緑地公園駅前方面より 

 

 

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 

西願寺橋
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ 
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服部緑地緑橋

緑地公園駅前方面へ

イオンモール伊丹 
・阪急曽根方面より 

阪急曽根 

・イオンモール伊丹方面へ 

みどり橋

緑地公園西口 
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

緑地公園西口 
（緑地公園駅前方面）

緑地公園駅前方面より 

みどり橋北交差点へ 

緑地公園駅前方面より

※停留所の位置等は協議中であり、今後精査を行います。

長興寺地下道 

緑地公園駅前方面 

(仮)緑地公園西口 停留所 

 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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ファミリーマート 
豊中長興寺北店 

緑地公園駅前方面へ

イオンモール伊丹 
・阪急曽根方面より 

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ 

履正社高校前 

履正社高校前 
（緑地公園駅前方面） 

  

  

履正社高等学校

緑地公園駅前方面より

    

緑地公園駅前方面 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 

(仮)履正社高校前 停留所 

履正社高校前 
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

※停留所の位置等は協議中であり、今後精査を行います。
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南桜塚二丁目 停留所 

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 

緑地公園 

駅前方面へ

イオンモール伊丹 
・阪急曽根方面より 

南桜塚二丁目 
（緑地公園駅前方面） 

緑地公園 

駅前方面より

曽根 

長興寺南 1

    

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ 

南桜塚二丁目 
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面） 
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曽根東 停留所 

曽根東 
（緑地公園駅前方面） 

曽根東町 1丁目 

阪急曽根 
・イオンモール 

伊丹方面へ 

緑地公園駅前方面より

緑地公園駅前方面へ 

曽根東 
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面） 

緑地公園駅前方面 

イオンモール伊丹 
・阪急曽根方面より 

 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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阪急曽根 停留所 

緑地公園 

駅前方面より

緑地公園 

駅前方面へ

阪急曽根 
（緑地公園駅前方面） 

イオンモール伊丹方面より 

阪急曽根 
（イオンモール伊丹方面） 

イオンモール伊丹方面へ

緑地公園駅前方面 イオンモール伊丹方面 

※ 既存バス路線（豊中市内線：桃山台駅前～東豊中団地前～阪急曽根～豊中系統及び桃山台駅前～

旭ヶ丘～阪急曽根～豊中系統等）の運用状況等を考慮する必要があり、事業者とともに引き続き

検討を行うため、変更することがある。 
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原田元町三丁目 停留所 

緑地公園駅前 

・阪急曽根方面より

阪急曽根 

・緑地公園駅前方面へ

原田元町三丁目 
（阪急曽根・緑地公園駅前方面）

イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 

伊丹方面へ 

阪急曽根・緑地公園駅前方面  イオンモール伊丹方面 

原田元町三丁目 
（イオンモール伊丹方面） 
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原田中一丁目 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へ

原田中一丁目 
（阪急曽根・緑地公園駅前方面）

イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 原田中一丁目 

（イオンモール伊丹方面） 

阪急曽根・緑地公園駅前方面  イオンモール伊丹方面 
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原田中二丁目 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へ

原田中二丁目 
（阪急曽根・緑地公園駅前方面）

イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 

原田南 1

阪急曽根・緑地公園駅前方面  イオンモール伊丹方面 

原田中二丁目 
（イオンモール伊丹方面） 
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原田下水処理場前 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へ
原田下水処理場前 
（阪急曽根・緑地公園駅前方面）

イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 

原田下水処理場前 
（イオンモール伊丹方面） 

阪急曽根・緑地公園駅前方面 イオンモール伊丹方面 
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クリーンランド前 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へイオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 

原田下水処理場前 
（イオンモール伊丹方面 

阪急曽根・緑地公園駅前方面）

イオンモール伊丹方面 

阪急曽根・緑地公園駅前方面 
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 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

  36 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へ

イオンモール伊丹 
（阪急曽根・緑地公園駅前方面）

阪急曽根・緑地公園駅前方面 

【伊丹市交通局】 

イオンモール伊丹テラス 
（阪急伊丹・サンシティ方面） 

イオンモール伊丹 

イオンモール伊丹 停留所 
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3.4 運行概要 1 

3.4.1 運行日、運行時間帯及び運行便数 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

※東西軸路線の運行時間帯及び運行便数（時間帯別・運行区間別・運行日あたり合計）は、11 

現時点の案であり、今後の協議・調整等により変更することがあります。 12 

 13 
 14 

 運行時間帯（案） 

平日 7時台から21時台 

土休日 7時台から20時台 

 15 

● 東西軸路線の運行便数（案） 16 
 17 

 運行便数（案） 

平日 

7～8時台 ：2～3便/時 
9～21時台 ：1～2便/時 

・緑地公園駅前発阪急曽根行 ：14便/日 
・緑地公園駅前発クリーンランド行 ： 4便/日 
・緑地公園駅前発イオンモール伊丹行 ： 6便/日 
・合計（緑地公園駅前発） ：24便/日 

・阪急曽根発緑地公園駅前行 ：13便/日 
・クリーンランド発緑地公園駅前行 ： 4便/日 
・イオンモール伊丹発緑地公園駅前行 ： 6便/日 
・合計（緑地公園駅前行） ：23便/日 

土日祝日 

7～20時台 ：1～2便/時 

・緑地公園駅前発阪急曽根行 ：13便/日 
・緑地公園駅前発イオンモール伊丹行 ： 6便/日 
・合計（緑地公園駅前発） ：19便/日 

・阪急曽根発緑地公園駅前行 ：13便/日 
・イオンモール伊丹発緑地公園駅前行 ： 6便/日 
・合計（緑地公園駅前行） ：19便/日 

 18 

 19 

  20 

  東西軸路線は、多様な移動目的で利用できる公共交通として、平日・土休日ともに運

行します。 

  運行時間帯は、現在の路線状況及び需要予測等を踏まえ、平日、土休日の 2 区分と

し、平日が7時台から21時台、土日祝日が7時台から20時台とします。 

  運行便数は、平日の通勤・通学時間帯となる 7 時台と 8 時台は 2～3 便/時、他の

時間帯及び土休日は、1～2便/時とします。 

● 東西軸路線の運行時間帯
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3.4.2 ダイヤの設定 1 

ダイヤ案は、前述（3.4.1）の運行時間帯や運行便数をもとに、以下のとおりとします。 2 

※以下に示すダイヤは現時点のものであり、今後精査を進めます。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 
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緑地
公園駅前

阪急曽根
クリーン
ランド前

イオン
モール伊丹

イオン
モール伊丹

クリーン
ランド前

阪急曽根
緑地
公園駅前

7:00 7:19 7:31 - - 7:45 7:57 8:16

7:30 7:49 8:01 - - 8:15 8:27 8:46

8:00 8:19 8:31 - - - 8:50 9:09

8:20 8:39 - - - 8:59 9:11 9:30

8:40 8:59 - - - - 10:00 10:19

9:00 9:19 9:31 9:45 10:00 10:14 10:26 10:45

9:30 9:49 - - - - 11:10 11:29

10:00 10:19 10:31 10:45 11:00 11:14 11:26 11:45

10:40 10:59 - - - - 12:00 12:19

11:20 11:39 - - - - 13:10 13:29

12:00 12:19 12:31 12:45 13:00 13:14 13:26 13:45

12:40 12:59 - - - - 14:00 14:19

13:20 13:39 - - - - 15:10 15:29

14:00 14:19 14:31 14:45 15:00 15:14 15:26 15:45

14:40 14:59 - - - - 16:00 16:19

15:20 15:39 - - - - 17:10 17:29

16:00 16:19 16:31 16:45 17:00 17:14 17:26 17:45

16:40 16:59 - - - 18:10 18:22 18:41

17:20 17:39 17:51 - - - 19:10 19:29

18:00 18:19 18:31 18:45 19:00 19:14 19:26 19:45

18:40 18:59 - - - - 20:00 20:19

19:20 19:39 - - - - 20:30 20:49

20:00 20:19 - - - - 21:30 21:49

21:00 21:19 - -

【平日】阪急曽根・イオンモール伊丹方面 【平日】阪急曽根・緑地公園駅前方面

緑地
公園駅前

阪急曽根
クリーン
ランド前

イオン
モール伊丹

イオン
モール伊丹

クリーン
ランド前

阪急曽根
緑地
公園駅前

7:40 7:59 8:11 8:25 - - 8:50 9:09

8:20 8:39 - - 9:00 9:14 9:26 9:45

9:00 9:19 9:31 9:45 - - 10:15 10:34

9:40 9:59 - - 10:10 10:24 10:36 10:55

10:20 10:39 - - - - 11:00 11:19

11:00 11:19 11:31 11:45 - - 12:15 12:34

11:40 11:59 - - 12:10 12:24 12:36 12:55

12:20 12:39 - - - - 13:00 13:19

13:00 13:19 13:31 13:45 - - 14:15 14:34

13:40 13:59 - - 14:10 14:24 14:36 14:55

14:20 14:39 - - - - 15:00 15:19

15:00 15:19 15:31 15:45 - - 16:15 16:34

15:40 15:59 - - 16:10 16:24 16:36 16:55

16:20 16:39 - - - - 17:00 17:19

17:00 17:19 17:31 17:45 - - 18:10 18:29

17:40 17:59 - - 18:00 18:14 18:26 18:45

18:20 18:39 - - - - 18:49 19:08

19:00 19:19 - - - - 19:30 19:49

20:00 20:19 - - - - 20:30 20:49

【土休日】阪急曽根・イオンモール伊丹方面 【土休日】阪急曽根・緑地公園駅前方面

0:00 ：起点停留所発車時刻

0:00 ：終点停留所到着時刻
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● 東西軸路線の料金（案） 

・ 運賃は、「距離制による料金体系」を基本とする 

3.4.3 運賃 1 

運賃は、当該地域を運行している既存バス路線の運賃を考慮し、距離制による料金体系2 

を基本として、今後検討を進めます。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

図 3.4 東西軸路線の料金（案） 24 

  25 

緑 地
公園駅前

寺 内
一 丁 目 220

若 北
会 館 前 220 220

北 条
小学校前 220 220 220

西願寺橋 220 220 220 220

( 仮 )緑地
公園西口 220 220 220 220 220

(仮)履正社
高 校 前 220 220 220 220 220 220

南 桜 塚
二 丁 目 220 220 220 220 220 220 220

曽 根 東 220 220 220 220 220 220 220 220

阪急曽根 220 220 220 220 220 220 220 220 220

原田元町
三 丁 目 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220

原 田 中
一 丁 目 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220

原 田 中
二 丁 目 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220

原田下水
処理場前 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220

クリーン
ランド前 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220

イオンモ
ール伊丹

：運賃設定にあたり協議が必要な区間

：特殊区間運賃制適用区間（豊中市内線：一乗車220円）

：特殊区間運賃制適用区間（クリーンランド線：一乗車220円）

：特殊区間運賃制間を跨ぐ区間（豊中市内線⇔クリーンランド線）

要検討
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4. 運営方法 1 

4.1 運行主体 2 

東西軸路線における運行主体は、本市の地域連携網を構築するバス路線であり、安全で3 

効率的な運行も求められるため、一般乗合旅客自動車運送事業者が行うことを想定します。 4 

また、地域の状況を熟知し、既存路線バスとのネットワークや利便性を考慮し、市内の5 

路線バスを運行する一般乗合旅客自動車運送事者である阪急バスを想定します。 6 

 7 

4.2 持続可能な運行を目指して 8 

東西軸路線は、一般乗合旅客自動車運送事業者独自の運行が困難であると想定されるた9 

め、市は運行経費に対して、必要な負担を行います。 10 

 11 

5. 収支予測と市の負担 12 

5.1 予測の考え方 13 

5.1.1 １日あたり利用者数の算出方法 14 

１日あたり利用者数は、下記の考え方に基づき算出します。 15 

 16 

 17 

 18 

  19 

ビッグデータによる時間帯別バス停勢圏内人口から 

移動人口を算出 

パーソントリップ調査による地域間流動をもとに、 

東西軸路線に関わる移動人口を算出 

既存バス停における獲得率（路線バス利用者数÷バス停勢圏内人口）から 

各バス停の乗降者数を算出 

上記に既存路線バス路線の乗降者数を加え、 

東西軸路線の利用者とする。 

※特定施設に対する需要は考慮していない。 
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5.1.2 年間運行経費の算出方法 1 

年間運行経費は、下記の考え方に基づき算出しています。 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

5.1.3 年間収入金額 14 

年間収入金額は、下記の考え方に基づき算出しています。 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

5.2 需要予測と収支予測 25 

東西軸路線の需要予測と収支予測を以下に示します。 26 

1 日あたり利用者数 約 310人／日 

年間運行経費 約 93,000,000円／年 

年間収入金額 約 18,000,000円／年 

年間収支金額 △約75,000,000円／年 

 27 

5.3 市の負担 28 

年間運行経費から年間収入金額を差し引いた赤字相当額については、市が負担するもの29 

とします。 30 

  31 

・ 年間運行経費は、年間実走行距離と国土交通省による平成30年度京阪神ブロッ

ク（平均）の実車走行キロ当たりの原価（579.24円）より算出。 
※ この原価には、事業者が安全を確保するために必要な適正利潤が含まれておら

ず、事業者が実際に運行する際の運行経費とは、異なる場合がある。 

・ 車両等の新規購入費は考慮していない。 

・ 総走行距離は、前述（3.4.1）において検討した各系統の運行便数とダイヤ案に

基づいた回送を考慮し設定。 

・ 運行経費については、路線として積算されるため、今回の算出値から乖離（かい

り）する事もあるが、今後事業者と協議を進めていく。 

・ 年間収入金額は、需要予測による利用者数（310人／日）と１人あたり平均支払

金額より算出。 

・ 利用者は、現在の対象地域における流動状況や既存停留所の利用者数から算出して

いるため、東西軸路線の運行によって生じる新たな流動や運行便数の増加による効

果は評価できていない。これらの評価・目標設定は、今後精査を進めていく。 
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6. 期待される事業の効果 1 

東西軸路線が運行することによる期待される効果を以下に示します。 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

7. 事業実施予定期間 13 

実証実験開始予定日：令和3年（2021年）4月1日 14 

実証実験終了予定日：令和6年（2025年）3月31日 15 

※道路運送法第4条による運行とする。 16 

・実証実験の結果を踏まえ、本格運行の運行内容を検討する。 17 

 18 

8. 事業評価 19 

8.1 運行評価方法 20 

利用者、交通事業者及び市が各役割を担い、持続的な運行を行うためには、明確な評価21 

指標を設け、定期的に検証を行う必要があります。 22 

評価指標の目標が達成されない場合は、改善策の検討・実施を行い、目標が達成された23 

場合でも利便性向上に向けた改善策の検討・実施を行います。 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

図 8.1 東西軸路線事業の評価フロー（イメージ）  38 

●期待される主な効果 

・ 東西軸及び鉄道駅間のフィーダー機能の強化による市内各地及び隣接市との連携強化 

・ 交通不便地における移動手段の確保 

・ 日常生活に必要な医療施設や商業施設などの都市機能が集積した鉄道駅へのアクセス

確保 

・ 外出機会及び交流機会の増加による地域活性化 

・ 文化・スポーツ施設へのアクセス向上による文化・スポーツ活動の活性化 

評価指標の 

目標値に基づいた 

評価の実施 

改善策の検討 

運行継続 

改善策の実施 

目標値 

達成 

目標値 

未達成 

目標値が達成した場合でも、利便性向上に向けた改善策の

検討・実施等を行います。 
（例：増便、始発の繰上げ、終発の繰下げへの変更等） 

目標値達成に向けた改善策を 

検討します。 
（例：ルート変更、利用促進策の推進

東西軸路線の運行 
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8.2 評価スケジュール 1 

運行開始から3年間を実証実験期間として運行し、東西軸路線の利用実態を把握したう2 

えで、本格運行の可否を判断するものとします。 3 

運行にあたっては、PDCAサイクルの考え方に基づき、客観的な判断ができるよう定量4 

的な目標による評価を行い、達成状況の要因を整理し、さらなる見直しを検討・実施しま5 

す。 6 

評価は、豊中市地域公共交通協議会において毎年実施します。 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

図 8.2 ＰＤＣＡサイクルによる東西軸路線事業の推進・評価イメージ 20 

 21 

8.3 運行評価指標 22 

8.3.1 運行評価指標の考え方 23 

施策評価は、「運行評価指標」を定め、運行継続・運行内容の見直しを行うものとします。 24 

考え方は以下のとおりです。 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

8.3.2 運行評価指標の設定 33 

運行評価指標は以下のように定め、これらの項目を評価することで、事業としての方向34 

性を検討します。 35 

①利用状況：一日当たりの利用者数 36 

利用状況を評価するため、「一日当たりの利用者数」を調査します。一日当たりの利用者37 

数の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 38 

① 「運行評価指標」は、東西軸路線事業の目標を明示する「運行目標値」、改善の必要

性を判断する「改善基準値」、事業の廃止を含めた継続可否の判断をする「見直し

基準値」を設定します。 

② 「運行評価指標」は、基本的に公表しますが、運行運営事業者の経営に関するデー

タは、非公表とします。 

令和6年度
（2024年度）

令和5年度
（2023年度）

令和4年度
（2022年度）

令和3年度
（2021年度）

評価・見直し

東西軸路線

実証実験

東西軸路線

実証実験

東西軸路線

本格運行

評価・見直し

東西軸路線

実証実験



 

33 

表 8.1 運行評価指標「一日当たりの利用者数」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定 1 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（利用状況） 

一日当たりの 

利用者数 

バス運行補助事業の年

間輸送人員（2018 年

度（平成 30 年度）実

績）の一日あたり輸送

人員となる『480 人/

日』とする 

需要予測結果による

『310人/日』とする 

既存路線（バス運行補

助事業路線）との重複

区間内停留所の乗降者

数（2014 年度（平成

26 年度）乗降調査結

果）となる『150人/日』

とする 

②運行経費：市支出金額 2 

東西軸路線事業を継続するためには、財政負担により賄われる運行経費も考慮する必要3 

があるため、「市支出金額」を指標とします。 4 

運行経費の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 5 

表 8.2 運行評価指標「運行経費」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定6 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（運行経費） 

市支出金額 

バス運行補助事業の補

助金額2018年度（平

成 30 年度）となる

『3,200 万円/年』とす

る 

収支予測結果を踏ま

え、『7,500 万円/年』

とする 

一日あたりの利用者数

を 150 人/日とした場

合における収支予測結

果となる『8,400 万円/

年』とする。 

③市内の公共交通の満足度等 7 

東西軸路線の運行による市域全体への効果を検証するため、「公共交通の利便性に対する8 

満足度」等の指標を検討します。 9 

 10 
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その他の施策の実施状況について 資料6 

豊中市シェアサイクル実証実験について 

目的 

 シェアサイクルは、都市内に複数のポート（自転車の貸し出し・返却場所）を配置し、
いつでもどのポートでも自転車の貸し出し・返却が可能な、短時間・短距離の移動を目

的とした新しい都市交通システムです。加えて、まちの活性化及び健康増進等の効果が

期待され、豊中市では、公共交通網の弱い市域中南部において、南北の鉄道路線から東

西への移動を補強する役割が期待できます。 
 このため、シェアサイクルの本格導入を見据え、その有効性及び課題を明らかにするこ
とを目的に実証実験を実施しています。 

 

実験概要 

 

・実施エリア：岡町駅以南の市域中南部 

・ポート  ：道路、公園、公共施設及び民間施設等を活用し、上記エリア内に当初27箇

所（194ラック）を配置、令和2年（2020年）1月末現在28箇所

（198ラック）、今後増設予定 

・自転車  ：電動自転車 市内合計約70台 

・利用方法 ：スマートフォン等を利用し、ポート位置・空き情報確認、予約、解錠、返却

及び支払いを行う 

・料金   ：70円/15分、1000円/12時間 

・期間   ：令和元年（2019年）11月 1日～令和4年（2022年）10月 31日 

 

実施体制 

 

・実験実施主体   ：豊中市 

・運営事業者    ：OpenStreet 株式会社 

・シェアサイクル名称：HELLO CYCLING 
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【クリーンランド】 【曽根駅東】 【服部緑地西口】

番号 名称 所在地 管理区分 ラック台数

1 岡町駅東 中桜塚1丁目 道路 12

2 岡町駅西 岡町北1丁目 道路 10

3 曽根駅東 曽根東町3丁目 道路 19

4 曽根駅高架下 曽根東町3丁目 道路 16

5 服部天神駅北 服部元町1丁目 道路 10

6 庄内駅東 庄内東町1丁目 道路 8

7 緑地公園駅西 寺内2丁目 道路 10

8 緑地公園駅東 東寺内町 道路 8

9 服部緑地西口 服部緑地 府公園 8

10 服部緑地東口 服部緑地 府公園 8

11 服部緑地南口 服部緑地 府公園 8

12 服部緑地レストハウス前 服部緑地 府公園 8

13 走井学校給食センター 走井3丁目 施設用地 4

14 クリーンランド 原田西町 施設用地 4

15 文化芸術センター 曽根東町3丁目 施設用地 5

16 豊島体育館 服部西町4丁目 水路 5

17 ふれあい緑地南 服部寿町4丁目 水路 4

18 庄内文化センター 三和町3丁目 施設用地 5

19 維持修繕事務所 勝部3丁目 施設用地 4

20 原田大橋 原田中2丁目 道路 4

21 猪名川公園 利倉西2丁目 道路 4

22 勝部寺内線城山町 城山町2丁目 道路 4

23 曽根島江線庄内栄町 庄内栄町5丁目 道路予定地 4

24 神崎刀根山線二葉町 二葉町2丁目 道路 4

25 神崎刀根山線千成町 千成町2丁目 道路 4

26 神崎刀根山線神州町 神州町 道路 4

27 サイクルベースあさひ桜塚店 中桜塚2丁目 民間施設 10

28 サイクルベースあさひ服部店 服部南町1丁目 民間施設 4

198計
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実証実験結果【令和元年（2019年）11月～12月の2か月間】 

(1) 利用状況 

 利用回数は 2,443回であり、12月の利用回数は 11月と比較して利用回数が 1.26倍増加
しています。 

 1日平均利用回数は約 40回/日、1日あたり回転数は 0.57回/台・日です。 

 
 
 
 
 
 
 
(2) 利用エリア別利用回数 

 利用エリア別利用回数を見ると、市内ポート間の利用が約 81％を占めており、市内⇔市
外ポート間は約 19％です。 

 市内ポート間の内訳を見ると、同一ポート間（貸出ポートと返却ポートが同一）が全体
の約 20％、市内別ポート間が約 62％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 日別利用状況 

 日別利用状況を見ると、11月は土曜日や休日（日曜・祝日）が平日に比べて、利用回数
が多い日が見受けられます。12月は平日や土曜日の利用回数が多い日が見受けられま
す。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【利用エリア別利用回数】

【利用回数の概要】 

【日別利用回数】

２ヵ月合計 11月分 12月分 増減比

利用回数（回） 2,443 1,080 1,363 1.26

1日平均利用回数（回/日） 40.05 36.00 43.97 1.22

1日あたり回転数（回/日・台） 0.57 0.51 0.63 1.22

利用回数（回） 構成比

1,985 81.3%

同一ポート間 481 19.7%

市内別ポート間 1,504 61.6%

458 18.7%

2,443 100.0%

利用エリア区分

市内ポート間

合計

市内⇔市外ポート間
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(4) 時間帯別利用状況 

全体 

 貸出・返却回数を時間帯別に見ると、貸出時間帯は「8時台」が 227回と最も多く、次
いで「19時台」が 171回、「7時台」が 163回、「17時台」が 162回です。 

 返却時間帯は、「8時台」が 229回と最も多く、次いで「18時台」が 189回、「17時台」
が 186回、「19時台」が 169回です。 

 貸出時間帯及び返却時間帯ともに、通勤・通学時間帯や帰宅時間帯で、利用が多くなっ
ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曜日別貸出時間帯 

 貸出時間帯の構成比を曜日別に見ると、平日は「8時台」が最も多く、次いで「7時
台」、「19時台」、「18時台」の順です。 

 土曜日は「14時台」と「16時台」がともに最も多く、次いで「17時台」、「12時台」と
「15時台」の順です。 

 休日（日曜・祝日・年末）は「13時台」が最も多く、次いで「11時台」、「10時台」と
「17時台」の順です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

曜日別返却時間帯 

 返却時間帯の構成比を曜日別に見ると、平日は「8時台」が最も多く、次いで「18時
台」、「19時台」、「7時台」の順です。 

 土曜日は「17時台」が最も多く、次いで「15時台」、「18時台」、「11時台」の順です。 
 休日（日曜・祝日・年末）は「14時台」が最も多く、次いで「16時台」、「17時台」、
「15時台」の順です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 利用時間の状況 

 利用時間を見ると、全体及び曜日別ともに、「15分以下」が最も多く、次いで「30分以
下」、「1時間以下」、「2時間以下」の順です。 

 休日（日曜・祝日・年末）及び土曜日は、平日に比べ「15分以下」の割合が少なく、
「30分以下」、「2時間以下」等の割合が高くなっています。 
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貸出数 返却数
合計

（貸出数+返却数）

同一
ポート間

市内別
ポート間

市外
ポート間

1 北急緑地公園駅西 駅 10 276 278 554 23.5% 69.7% 6.9% 0.91

2 阪急曽根駅高架下 駅 16 220 212 432 36.1% 56.9% 6.9% 0.44

3 阪急服部天神駅北 駅 10 193 197 390 23.6% 70.3% 6.2% 0.64

4 阪急曽根駅東 駅 19 184 183 367 26.2% 66.5% 7.4% 0.32

5 服部緑地西口 周辺 8 164 173 337 12.5% 83.1% 4.5% 0.69

6 阪急庄内駅東 駅 8 162 161 323 18.6% 56.3% 25.1% 0.66

7 阪急岡町駅西 駅 10 153 161 314 28.0% 66.6% 5.4% 0.51

8 勝部寺内線城山町 周辺 4 122 124 246 13.0% 82.9% 4.1% 1.01

9 神崎刀根山線神州町 周辺 4 67 65 132 13.6% 45.5% 40.9% 0.54

サイクルベースあさひ桜塚店 周辺 10 66 65 131 18.3% 73.3% 8.4% 0.21

北急緑地公園駅東 駅 8 73 58 131 42.7% 52.7% 4.6% 0.27

12 阪急岡町駅東 駅 12 64 60 124 21.0% 71.8% 7.3% 0.17

13 神崎刀根山線千成町 周辺 4 60 56 116 27.6% 45.7% 26.7% 0.48

14 服部緑地南口 周辺 8 60 55 115 13.9% 79.1% 7.0% 0.24

15 走井学校給食センター 周辺 4 53 58 111 1.8% 88.3% 9.9% 0.45

16 曽根島江線庄内栄町 周辺 4 51 48 99 16.2% 69.7% 14.1% 0.41

服部緑地レストハウス前 周辺 8 43 40 83 19.3% 69.9% 10.8% 0.17

服部緑地東口 周辺 8 43 40 83 19.3% 67.5% 13.3% 0.17

19 維持修繕事務所 周辺 4 36 38 74 2.7% 94.6% 2.7% 0.30

クリーンランド 周辺 4 26 23 49 8.2% 85.7% 6.1% 0.20

ふれあい緑地南 周辺 4 24 25 49 0.0% 81.6% 18.4% 0.20

22 豊島体育館 周辺 5 18 20 38 10.5% 71.1% 18.4% 0.12

23 文化芸術センター 周辺 5 17 20 37 21.6% 67.6% 10.8% 0.12

24 神崎刀根山線二葉町 周辺 4 16 15 31 0.0% 51.6% 48.4% 0.13

25 庄内文化センター 周辺 4 11 14 25 8.0% 64.0% 28.0% 0.10

26 猪名川公園 周辺 4 10 12 22 81.8% 0.0% 18.2% 0.09

27 原田大橋 周辺 4 7 8 15 40.0% 53.3% 6.7% 0.06

- 総数 - 193 2,219 2,209 4,428 21.7% 67.9% 10.3% 0.38

：利用割合が１番多い

：利用割合が2番目に多い

：利用割合が3番目に多い

17

20

10

ポート名称 種別順位
1日1ラック
あたり
利用回数

設置
ラック数

総数の内訳利用回数

 
(6) ポート別利用状況（市内ポート対象） 

 市内に設置しているポートの利用状況を見ると、「北急緑地公園駅西」が最も多く、次い
で「阪急曽根駅高架下」、「阪急服部天神駅北」、「阪急曽根駅東」、「緑地公園西口」の順

です。 
 鉄道駅周辺や服部緑地公園内に設置しているポートが上位を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(7) ポート間利用状況 

市内ポートを起点とした返却ポートの状況 

 豊中市内のポートを起点とした返却ポートを見ると、「豊中市」での返却が最も多く、次
いで、「隣接市区」、「その他市区」の順です。 

 隣接市区の内訳を見ると、「大阪市淀川区」が最も多く、次いで「池田市」、「尼崎市」の
順です。 

 その他市区の内訳を見ると、「その他大阪市（大阪市淀川区以外）」が最も多く、「茨木

市」、「京都市中京区」の順です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市内ポートを終点とした貸出ポートの状況 

 豊中市内のポートを終点とした貸出ポートを見ると、「豊中市」での貸出が最も多く、次
いで、「隣接市区」、「その他市区」の順です。 

 隣接市区の内訳を見ると、「大阪市淀川区」が最も多く、次いで「池田市」、「尼崎市」の
順です。 

 その他市区の内訳を見ると、「その他大阪市（大阪市淀川区以外）」が最も多く、「茨木

市」、「京都市中京区」の順です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【市内ポート別利用状況】 

利用回数 構成比

豊中市 1,985 89.5%

隣接市区 178 8.0%

大阪市淀川区 144 6.5%

池田市 28 1.3%

尼崎市 6 0.3%

その他市区 56 2.5%

その他大阪市内 53 2.4%

茨木市 2 0.1%

京都市中京区 1 0.0%

総計 2,219 100.0%

返却ポート市区

大阪市北区 23

大阪市福島区 12

大阪市此花区 6

大阪市中央区 5

大阪市旭区 2

大阪市西区 2

大阪市西淀川区 1

大阪市天王寺区 1

大阪市東淀川区 1

合計 53

【市内ポートを起点とした返却ポート市区の内訳】 

【市内ポートを終点とした貸出ポート市区の内訳】 
利用回数 構成比

豊中市 1,986 89.9%

隣接市区 148 6.7%

大阪市淀川区 122 5.5%

池田市 20 0.9%

尼崎市 6 0.3%

その他市区 76 3.4%

その他大阪市内 73 3.3%

西宮市 2 0.1%

茨木市 1 0.0%

総計 2,210 100.0%

貸出ポート市区
大阪市北区 45

大阪市福島区 9

大阪市中央区 7

大阪市西淀川区 3

大阪市都島区 2

大阪市浪速区 2

大阪市此花区 1

大阪市西区 1

大阪市天王寺区 1

大阪市東住吉区 1

大阪市東淀川区 1

合計 73

〔その他大阪市内の内訳〕

〔その他大阪市内の内訳〕
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順位 利用   利用回数
1 北急緑地公園駅西~服部緑地西口 154
2 阪急服部天神駅北~勝部寺内線城山町 97
3 阪急曽根駅高架下~阪急曽根駅高架下（同一   ） 78
4 北急緑地公園駅西~北急緑地公園駅西（同一   ） 65
5 阪急庄内駅東~曽根島江線庄内栄町 57
6 北急緑地公園駅西~阪急曽根駅高架下 55
7 北急緑地公園駅西~服部緑地南口 54
8 阪急岡町駅西~維持修繕事務所 49
9 阪急曽根駅東~阪急曽根駅東（同一   ） 48
10 阪急服部天神駅北~阪急曽根駅東 47
11 阪急服部天神駅北~阪急服部天神駅北（同一   ） 46
12 阪急曽根駅高架下~服部緑地西口 45
13 阪急岡町駅西~阪急岡町駅西（同一   ） 44
13 阪急岡町駅西~走井学校給食    44
15 走井学校給食    ~          桜塚店 37
16 阪急曽根駅高架下~       32
17 阪急庄内駅東~阪急庄内駅東（同一   ） 30
17 北急緑地公園駅西~阪急曽根駅東 30
19 北急緑地公園駅東~北急緑地公園駅東（同一   ） 28
20 阪急服部天神駅北~    緑地南 27
21 北急緑地公園駅西~        大阪宮原4丁目店 24
21 阪急曽根駅東~勝部寺内線城山町 24
23 神崎刀根山線千成町~神崎刀根山線神州町（同一   ） 23
24 阪急曽根駅高架下~阪急岡町駅西 22
24 阪急服部天神駅北~阪急岡町駅西 22
24 阪急曽根駅東~阪急岡町駅東 22
24 阪急曽根駅高架下~阪急岡町駅東 22
28 阪急曽根駅東~服部緑地西口 21
28 服部緑地西口~服部緑地西口（同一   ） 21
30 服部緑地南口~勝部寺内線城山町 18

 
(8) ポート間別利用回数 

 ポート間別利用回数を見ると、「北急緑地公園駅西～服部緑地西口」間が最も多く、次い
で「阪急服部天神駅北～勝部寺内線城山町」間、「阪急曽根駅高架下~阪急曽根駅高架
下」間（同一ポート）、「北急緑地公園駅西~北急緑地公園駅西」間（同一ポート）、「阪急
庄内駅東～曽根島江線庄内栄町」間の順です。 

 北急緑地公園駅、阪急曽根駅、阪急服部天神駅、阪急岡町駅等のポート利用が多く見受
けられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(9) ヒートマップ（利用実績マップ） 

 自転車の操作パネルに設置された GPSで取得されるデータを管理画面のヒートマップ
（利用実績マップ）で見てみると、北大阪急行緑地公園駅周辺～服部緑地公園～阪急曽

根駅周辺をはじめ、阪急豊中駅周辺、阪急曽岡町駅周辺、阪急服部天神駅周辺、阪急庄

内駅周辺の鉄道駅周辺等での利用が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ポート間別利用回数（上位30位）】

【ヒートマップ（利用実績マップ）：令和元年（2019年）12月実績】 

阪急豊中駅

阪急岡町駅

阪急曽根駅

阪急服部天神駅 

阪急庄内駅 

北大阪急行

緑地公園駅

服部緑地公園 



 
 

 

その他の施策の実施状況について 資料６-1 

■ 実証実験結果 

【令和元年（2019年）11月～令和２年（2020年）１月の3か月間】 

(1) 利用状況 

 利用回数は 3,908回であり、1月の利用回数は 11月と比較して利用回数が
1.36倍増加しています。 

 1日平均利用回数は約 42回/日、1日あたり回転数は 0.61回/台・日です。 

 
 
 
 
 
 
 
(2) 利用エリア別利用回数 

 利用エリア別利用回数を見ると、市内ポート間の利用が約 83％を占めてお
り、市内⇔市外ポート間は約 17％です。 

 
 
 
 
 
 
 

【利用エリア別利用回数】

【利用回数の概要】

令和２年
（2020年）

11月分 12月分 1月分

利用回数（回） 3,908 1,080 1,363 1,465 1.36

1日平均利用回数（回/日） 42.48 36.00 43.97 47.26 1.31

1日あたり回転数（回/日・台） 0.61 0.51 0.63 0.68 1.31

増減比
（11月→１月）

３ヵ月合計

令和元年
（2019年）

利用回数（回） 構成比

3,231 82.7%

677 17.3%

3,908 100.0%

利用エリア区分

市内ポート間

市内⇔市外ポート間

合計



 

1 

資料7 豊中市公共交通改善計画関連 工程表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年度
(2019年度)

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

公共交通改善実施計画

シェアサイクル

協議会

備　　　　　考

凡例
事業実施：

検討調整：

地元関係：

実
施
施
策

東西軸路線バス運行

補助路線の見直し

乗合タクシー運行
（西部地域）

乗合タクシー運行
（南部地域）

乗合タクシー愛称公募

モニタリング・改善策検討

運輸局届出、運行準備等
実証運行（令和5年度末まで）

詳細

検討

詳細検討

道路運送法21条による運行

運行

準備

運行

準備

事業者

公募・協議

事業者

公募・選定

事業者

協議

事業者、

関係機関等

調整・協議

第
10
回
協
議
会

運
行
開
始

素
案
策
定

素
案
策
定

運
行
開
始

運
行
開
始

第
６
回
協
議
会

第
７
回
協
議
会

西部地域乗合タクシー

・実施計画策定

・21条同意決議

運行説明会

試乗会

意見交換会（制度構築）

第
８
回
協
議
会

西部地域乗合タクシー

・運行状況報告

・改善案検討

南部地域乗合タクシー

・実施計画策定

・ 21条同意決議

計
画
策
定

計
画
策
定

意見交換会
（状況確認）

第
11
回
協
議
会

バス停整備工事

西部地域乗合タクシー

・事業実施状況報告

東西軸路線

・実施計画素案策定

シェアサイクル

・事業実施状況報告 各事業

・実施状況報告

・改善案の検討
公共交通改善計画

・評価指標確認

・モニタリング

各事業

・実施状況報告

・改善案の検討

計
画
策
定

市立豊中病院線廃止影響地域

地元説明

第
９
回
協
議
会

西部地域乗合タクシー

・事業実施状況報告

・４条乗合申請内容報告

南部地域乗合タクシー

・実施計画（素案）策定

東西軸路線バス

・実施計画策定

実
施
時
期
の
確
定

方
針
決
定

運行説明会

意見交換会（状況確認）
運行説明会

試乗会

モニタリング・改善策検討

実
施
時
期
の
確
定

関係機関

協議

路線廃止手続き

補助スキームの検討
路
線
見
直
し

実証実験（3年程度）
詳細

検討

事業者

公募・

協議

事業

準備

道路運送法4条による運行

道路運送法21条による運行

意見交換会（状況確認）

事
業
開
始

モニタリング・改善策検討

計
画
策
定

計
画
策
定

計
画
策
定

西部地域

乗合タクシー実施計画

東西軸路線バス

実施計画

南部地域

乗合タクシー実施計画

変更内容反映

（運行計画、愛称設定）愛
称
決
定

モニタリング・改善策検討

方
針
決
定

受付

期間公募準備
集約

調整

広

報

誌

意見交換会

（運行内容詳細）

ポ
ー
ト
増
設

ポ
ー
ト
増
設

道路運送法４条に係る申請手続

計
画
改
定


